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ベント。児童や先生、保
護者による人文字と、夢
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平
成
29
年
嘉
島
町
成
人
式
は
１

月
８
日
、
町
民
会
館
で
開
か
れ
、

来
賓
や
家
族
が
門
出
を
祝
う
な
か
、

華
や
か
な
晴
れ
着
に
身
を
包
ん
だ

新
成
人
は
社
会
人
と
し
て
節
目
の

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
今
年

の
新
成
人
は
95
人
（
男
性
56
人
、

女
性
39
人
）。
式
に
は
79
人
が
出

席
し
ま
し
た
。 

※
表
紙
参
照

　

荒
木
泰
臣
町
長
は
、
熊
本
地
震

の
復
旧
復
興
か
ら
一
層
の
発
展
を

目
指
す
町
や
世
界
の
情
勢
に
触
れ

な
が
ら
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

を
持
ち
つ
つ
嘉
島
に
思
い
を
寄
せ
、

積
極
的
に
社
会
に
関
わ
っ
て
く
だ

さ
い
。
今
後
も
健
康
で
夢
を
実
現

で
き
る
よ
う
一
層
の
飛
躍
を
祈
り

ま
す
」
と
祝
辞
を
送
り
ま
し
た
。

　

髙
野
隆
教
育
長
は
、「
熊
本
地

震
で
日
常
の
大
切
さ
と
人
の
絆
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
周

囲
と
の
絆
を
見
つ
め
直
し
、
思
い

や
り
の
心
を
持
っ
て
た
く
ま
し
く

生
き
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
川

上
國
治
町
議
会
議
長
は
、「
町
の

将
来
を
担
う
若
人
と
し
て
責
任
を

自
覚
し
、
誇
り
を
持
っ
て
人
生
を

し
っ
か
り
と
歩
ん
で
行
っ
て
ほ
し

い
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

新
成
人
代
表
の
林
田
佳
純
さ
ん

が
謝
辞
を
述
べ
、
田
凌
典
さ
ん
が

交
通
安
全
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

新
成
人
で
舞
妓
の
吉
田
多
香
さ
ん

は
式
前
に
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
は
嘉
島
町
に
も
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
今

も
な
お
復
興
の
最
中
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
本
日
は
私
た
ち
の
門

出
に
際
し
、
こ
の
よ
う
な
盛
大
な

式
典
を
催
し
て
い
た
だ
き
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
震
の
際
、
全
国
そ
し
て
海
外

か
ら
も
た
く
さ
ん
の
支
援
物
資
、

義
援
金
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。「
大

丈
夫
」「
頑
張
ろ
う
」。
そ
の

一
言
一
言
に
も
と
て
も
勇
気
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。
多
く
の
人
々
の
熊

本
を
助
け
た
い
気
持
ち
か
ら
始

ま
っ
た
心
遣
い
や
思
い
や
り
に
胸

が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
成
人
と
い
え
ど
も
、

ま
だ
大
人
の
入
り
口
に
立
っ
た
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
こ
こ
に

誓
い
ま
す
。

　

い
か
な
る
時
も
感
謝
と
思
い
や

り
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
今
度
は

私
た
ち
が
誰
か
を
支
え
ら
れ
る
よ

う
な
人
間
に
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
故
郷
、
嘉
島
町
に
貢

献
で
き
る
大
人
に
な
る
べ
く
日
々

精
進
を
重
ね
、
嘉
島
町
出
身
者
と

し
て
の
誇
り
を
胸
に
強
く
生
き
て

い
き
ま
す
。

交
通
安
全
宣
言
（
抜
粋
）

　

交
通
事
故
の
な
い
、
安
全
で
住

み
よ
い
故
郷
づ
く
り
は
、
嘉
島
町

民
の
心
か
ら
の
願
い
で
す
。

　
「
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
」、

ま
た
「
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
」

た
め
に
、
私
た
ち
は
誓
い
ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
新
成
人
と
し
て
自

覚
と
責
任
を
持
ち
、
交
通
安
全
を

自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、

「
交
通
ル
ー
ル
」
を
守
り
、「
交
通

マ
ナ
ー
」
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
車
に
乗
る
と
き
は
、

必
ず
全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
す
る
と
と
も
に
、
飲
酒

運
転
や
暴
走
運
転
な
ど
は
絶
対
に

行
い
ま
せ
ん
。

一
、
私
た
ち
は
子
ど
も
や
高
齢
者
、

体
の
不
自
由
な
人
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
た
め
、
思
い
や
り
と
優
し

さ
を
持
っ
て
行
動
し
ま
す
。

嘉島東小学校区の皆さん

林田 佳純さん

祝祝

節
目
の
一
歩

節
目
の
一
歩

９５９５人人

新
成
人
代
表
謝
辞
（
抜
粋
）

平
成
平
成
2929
年
嘉
島
町
成
人
式

年
嘉
島
町
成
人
式

田 凌典さん

広報かしま2017.2

2



嘉島西小学校区の皆さん
　

成
人
式
会
場
と
な
っ
た
町
民
会

館
は
１
月
８
日
、
新
成
人
た
ち
の

笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

あ
ふ
れ
る

あ
ふ
れ
る
笑
顔
笑
顔
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嘉
島
町
議
会
の
平
成
29
年
第
１

回
臨
時
会
は
１
月
19
日
開
会
。
嘉

島
中
学
校
体
育
館
の
熊
本
地
震
被

害
復
旧
工
事
請
負
契
約
、
平
成
28

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
議
案

２
件
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
中
体
育
館
復
旧
工
事
の
契

約
額
は
５
３
３
５
万
２
千
円
。
請

負
業
者
は
鹿
児
島
市
の
南
国
殖
産
。

地
震
で
波
打
っ
た
体
育
館
フ
ロ
ア
、

ひ
び
割
れ
や
段
差
が
生
じ
た
外
回

り
な
ど
を
修
復
し
ま
す
。
補
正
予

算
は
、
土
地
評
価
業
務
委
託
料
２

０
０
万
円
な
ど
３
５
４
万
３
千
円

を
追
加
、
総
額
は
１
２
０
億
３
１

４
８
万
４
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
は
１
月
18
日
、
嘉
島

町
復
興
計
画
策
定
委
員
会
に
熊
本

地
震
被
災
に
伴
う
町
の
復
興
計
画

素
案
を
諮
問
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
消
防
団
や
町
商
工
会

な
ど
各
種
団
体
の
代
表
14
人
で
構

成
。
議
題
に
先
立
っ
て
会
長
に
川

上
町
議
会
議
長
、
副
会
長
に
甲
斐

区
長
会
長
を
互
選
し
ま
し
た
。

　

計
画
素
案
は
、
単
な
る
復
興
で

は
な
く
さ
ら
な
る
発
展
を
期
し
、

昨
年
８
月
に
町
長
が
示
し
た
「
く

ら
し
・
生
活
の
再
建
と
社
会
基
盤

の
復
旧
」「
町
内
企
業
の
復
旧
、
復

興
」「
定
住
促
進
と
企
業
誘
致
」
な

ど
基
本
方
針
５
項
目
を
踏
ま
え
て

い
ま
す
。
計
画
年
度
は
第
５
次
町

総
合
計
画
と
同
じ
平
成
32
年
度
ま

で
。
住
宅
・
住
環
境
の
復
旧
整
備
、

産
業
振
興
、
防
災
体
制
の
整
備
充

実
、
健
康
づ
く
り
推
進
、
教
育
・

生
涯
学
習
の
推
進
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
生
な
ど
各
分
野
で
具

体
的
な
施
策
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
は
２
月
下
旬
に
答
申
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

設
を
決
め
ま
し
た
。

　

拡
張
区
域
は
公
園
西
側
の
０
・
９

㌶
。
こ
の
う
ち
０
・
６
㌶
を
駐
車
場
、

０
・
３
㌶
を
新
設
の
多
目
的
広
場
に

し
ま
す
。
こ
の
結
果
、
公
園
区
域
は

７
・
２
㌶
に
な
り
、
駐
車
場
の
駐
車

可
能
台
数
は
現
在
の
１
９
５
台
か
ら

１
６
３
台
増
え
て
計
３
５
８
台
に
な

り
ま
す
。

　

新
設
の
広
場
は
補
助
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
し
て
利
用
で
き
る
ほ
か
、
イ
ベ
ン

ト
や
災
害
時
は

１
２
２
台
分
の

臨
時
駐
車
場
と

し
て
も
使
え
る

よ
う
に
し
ま
す
。

そ
の
場
合
、
最

大
駐
車
可
能
台

数
は
約
４
８
０

台
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用

者
の
利
便
を
図

る
た
め
、
運
動

公
園
に
は
西
側

出
入
り
口
か
ら

出
入
り
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

嘉
島
町
都
市
計
画
審
議
会
（
鍬

田
洋
一
会
長
、
７
人
）
は
１
月
18
日
、

町
総
合
運
動
公
園
の
区
域
を
拡
張

し
、
駐
車
場
と
多
目
的
広
場
の
増

設
を
決
め
ま
し
た
。
平
成
29
年
度

中
に
は
完
成
予
定
で
す
。

　

同
公
園
は
、
野
球
場
や
多
目
的

人
工
芝
広
場
に
加
え
大
型
複
合
遊

戯
施
設
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備
に

伴
い
、
利
用
者
が
急
増
。
特
に
駐
車

場
不
足
が
目
立
っ
て
き
た
た
め
、
増

町
都
市
計
画
審
議
会

平
成
平
成
2929
年
第
１
回
嘉
島
町
議
会
臨
時
会

年
第
１
回
嘉
島
町
議
会
臨
時
会

嘉
島
中
体
育
館
復
旧
工
事 

契
約
を
可
決

熊
本
地
震
被
災

町
復
興
計
画
素
案
を
諮
問

 

町
長
、
策
定
委
員
会
に

駐
車
場
と
多
目
的
広
場

総
合
運
動
公
園
に
増
設

　

嘉
島
町
消
防
団
は
12
月
28
、
29

日
、
火
災
や
犯
罪
か
ら
地
域
住
民

を
守
る
た
め
各
地
区
で
年
末
警
戒

に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

28
日
は
町
長
に
よ
る
巡
視
激
励

が
あ
り
、
詰
め
所
前
に
団
員
が
整

列
。
部
長
の
「
た
だ
い
ま
年
末
警

戒
中
、
異
常
あ
り
ま
せ
ん
!!
」
の

気
合
い
の
入
っ
た
報
告
に
、
荒
木

町
長
、
榮
団
長
が
激
励
の
言
葉
を

送
り
ま
し
た
。

　

整
列
状
況
、
規
律
動
作
等
に
よ

る
順
位
は
次
の
通
り
で
し
た
。

▽
１
位　

第
１
分
団
第
１
部
（
井

寺
）
▽
２
位　

第
３
分
団
第
３
部

（
滝
河
原
）
▽
３
位　

第
１
分
団

第
２
部
（
下
六
嘉
）

町
消
防
団
年
末
警
戒

「
異
常
な
し
!!
」

1位だった第１分団第１部
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２
年
前
ま
で
嘉
島
中
学
校
長

だ
っ
た
髙
野
隆
さ
ん
が
昨
年
12
月
、

町
教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。「
子

ど
も
た
ち
に
ど
ん
な
教
育
を
し
て

い
く
の
か
」。
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

―
教
育
長
と
し
て
抱
負
を
。

髙
野　

豊
か
な
心
を
基
盤
と
し
て

確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
を
目
指

し
ま
す
。
ま
ず
心
を
育
て
な
い
と

授
業
も
成
立
し
な
い
し
、
学
力
も

身
に
付
き
ま
せ
ん
。
相
手
を
思
い

や
り
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に
相
手

を
大
切
に
す
る
。「
こ
の
学
校
で

学
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
子

を
育
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
教
師
が
ど
う
関
わ

る
か
。
授
業
以
外
で
の
関
わ
り
方

も
大
事
で
、
子
ど
も
は
教
師
を
よ

く
見
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が

授
業
を
支
え
て
く
れ
る
の
で
す
。

　

―
平
成
27
年
３
月
ま
で
嘉
島
中

の
校
長
先
生
で
し
た
。

髙
野　

教
職
生
活
最
後
の
３
年
間

が
嘉
島
中
で
し
た
。
先
生
方
、
子

ど
も
た
ち
、
そ
し
て
保
護
者
、
地

域
の
方
々
に
支
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
素
直
さ
が

あ
っ
て
、
学
業
以
外
で
も
よ
く
が

ん
ば
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
環
境
も
す
ば
ら
し

く
、
来
客
が
あ
る
と
よ
く
校
舎
の

屋
上
に
案
内
し
て
、
周
囲
に
広
が

る
田
や
畑
、
飯
田
山
や
金
峰
山
な

ど
の
パ
ノ
ラ
マ
的
な
風
景
を
見
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

―
各
地
の
小
中
学
校
の
ほ
か
、
教

育
事
務
所
で
の
指
導
主
事
、
所
長

も
務
め
る
な
ど
経
験
は
幅
広
い
。

髙
野　

国
内
留
学
で
熊
大
大
学
院

修
士
課
程
で
教
育
心
理
学
も
学
び
、

色
々
な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て

よ
か
っ
た
で
す
。
現
場
と
事
務
所

の
勤
務
は
自
分
に
プ
ラ
ス
で
し
た
。

上
益
城
や
阿
蘇
、
菊
池
、
球
磨
と

勤
務
地
も
変
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

教
育
に
独
自
性
が
あ
り
、
先
生
方

と
保
護
者
、
子
ど
も
た
ち
と
の
つ

な
が
り
も
あ
り
ま
し
た
。

―
教
師
と
し
て
の
信
条
は
。

髙
野　

今
の
時
代
は
、
家
庭
と
学

校
、
地
域
が
一
体
と
な
り
、
そ
れ

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
の

新
春
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が

１
月
15
日
、
総
合
運
動
公
園
駐
車

場
発
着
で
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
約
60
人
が
参
加
、
元

気
に
歩
き
ま
し
た
。

　

上
野
幸
浩
会
長
が
「
こ
の
ク
ラ

ブ
が
掲
げ
る
『
だ
れ
で
も
・
い
つ

で
も
・
い
く
つ
に
な
っ
て
も
』
の

一
歩
と
し
て
企
画
し
ま
し
た
」
と

あ
い
さ
つ
。
荒
木
町
長
は
「
安
全

に
楽
し
く
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
加
勢
川
沿
い
の
約
５

ぞ
れ
が
知
恵
を
出
し
合
っ
て
子
ど

も
を
育
て
て
い
く
教
育
が
大
事
だ

と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
文
部
科

学
省
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ス
ク
ー

ル
（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）
と

い
う
形
で
「
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

―
教
師
を
し
て
い
て
の
喜
び
は
。

髙
野　

た
と
え
ば
街
の
中
で
後
ろ

か
ら
「
先
生
！
」
と
成
人
し
た
教

え
子
が
声
を
か
け
て
く
れ
る
。
結

婚
式
に
招
待
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

そ
ん
な
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。

―
生
活
信
条
や
趣
味
を
。

髙
野　
「
継
続
は
力
な
り
」。
何
事

も
続
け
る
こ
と
で
一
歩
一
歩
前
進
す

る
も
の
で
す
。
趣
味
は
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
。
休
み
の
日
は
自
宅
近
く
の

下
江
津
湖
周
辺
を
妻
と
歩
い
て
い

ま
す
。

た
か
の
・
た
か
し　

熊
本
大
学
大

学
院
教
育
学
研
究
科
修
了
。
昭
和

52
年
同
大
教
育
学
部
を
卒
業
し
て

教
師
に
。
鹿
本
・
来
民
小
を
皮
切

り
に
清
和
小
、
阿
蘇
西
小
、
菊
池

東
中
、
甲
佐
中
な
ど
の
ほ
か
、
菊
池
、

上
益
城
教
育
事
務
所
に
勤
務
。
球

磨
教
育
事
務
所
長
も
務
め
る
。
嘉

島
中
校
長
時
は
、
熊
本
県
小
中
学

校
長
会
副
会
長
も
。
平
成
26
年
度

文
部
科
学
大
臣
教
育
者
表
彰
。
１

男
２
女
は
独
立
。
熊
本
市
東
区
に

妻
と
住
む
。
山
都
町
出
身
。
62
歳
。

㌔
。
こ
の
日
は
朝
か
ら
冷
え
込
ん

だ
曇
り
空
で
、
寒
風
が
吹
き
つ
け

る
天
候
で
し
た
が
、
参
加
し
た
皆

さ
ん
は
笑
顔
も
見
せ
な
が
ら
元
気

に
歩
き
通
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
は
、
商
工
会
と
婦
人

会
が
温
か
い
だ
ご
汁
と
ぜ
ん
ざ
い

を
振
る
舞
い
、
参
加
者
を
喜
ば
せ

ま
し
た
。

「
豊
か
な
心
を
基
盤
に
確
か
な
学
力
を
」

「
豊
か
な
心
を
基
盤
に
確
か
な
学
力
を
」

  

髙
野
髙
野  

隆
教
育
長
に
聞
く　

隆
教
育
長
に
聞
く　

寒
風
の
中
、
笑
顔
で
元
気
に
！

総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

新
春
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

寒風の中、笑顔で元気に歩く皆さん
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平
成
28
年
熊
本
地
震　

復
興
か
ら
発
展
へ

お
見
舞
い
と
学
習

　

愛
媛
県
・
御
荘
中
生
徒
会

　

愛
媛
県
愛
南
町
立
御
荘
中
学
校

の
生
徒
会
代
表
17
人
が
１
月
21
日
、

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
を
訪
問
。

生
徒
全
員
で
折
っ
た
千
羽
鶴
を
贈

り
、
熊
本
地
震
の
被
災
や
復
興
状

況
を
学
び
、
仮
設
住
宅
を
訪
問
し

て
住
民
と
も
交
流
し
ま
し
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
た
同

中
の
防
災
学
習
の
一
環
で
、
同
行

の
中
尾
茂
樹
校
長
は
、「
愛
を
届
け

て
し
っ
か
り
学
び
ま
し
ょ
う
」
と

生
徒
に
呼
び
か
け
、
町
社
協
会
長

の
荒
木
町
長
は
、「
町
も
１
日
も
早

く
普
通
の
生
活
が
取
り
戻
せ
る
よ

う
努
力
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
嘉
島
町
社
協
で
町

内
の
状
況
を
聞
い
た
後
、
上
仲
間

仮
設
住
宅
を
訪
問
。
愛
媛
県
特
産

の
「
と
こ
ゼ
リ
ー
」
を
住
民
に
配
っ

て
お
見
舞
い
し
、
み
ん
な
の
家
で
、

静
岡
県
の
清
水
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
足
湯
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

茶
話
会
で
歌
も
披
露
し
て
交
流
も

楽
し
み
ま
し
た
。

子
育
て
お
母
さ
ん
の
た
め
に

　

町
Ｐ
連
復
興
イ
ベ
ン
ト

　
「
い
つ
も
子
育
て
を
頑
張
っ
て

い
る
お
母
さ
ん
達
を
元
気
に
し
た

い
」
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
嘉
島

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
（
後
藤
正

信
会
長
）
は
12
月
23
日
、
熊
本
地

震
復
興
イ
ベ
ン
ト
を
イ
オ
ン
モ
ー

ル
熊
本
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
音
楽
大
学
の
学
生
に
よ
る

吹
奏
楽
コ
ン
サ
ー
ト
で
始
ま
り
、

１
時
間
ご
と
に
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
や

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
ヨ
ー
ヨ
ー
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

参
加
者
は
楽
し
い
シ
ョ
ー
に
拍
手

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

温
泉
の
水
春
や
モ
ー
ル
内
の
店

舗
も
協
賛
、
無
料
券
や
半
額
券
な

ど
を
提
供
し
ま
し
た
。

復
興
願
っ
て
未
来
へ

　

東
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
復
興
イ
ベ
ン
ト

　

嘉
島
東
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
廣
田
和
久

会
長
）
は
１
月
21
日
、
熊
本
地
震

復
興
イ
ベ
ン
ト
を
児
童
の
持
久
走

大
会
に
あ
わ
せ
て
開
催
。
校
庭
に

人
文
字
を
作
り
、
青
空
に
風
船
を

飛
ば
し
ま
し
た
。　

　

 

※
表
紙
参
照

　
「
地
震
に
負
け
ず
に
み
ん
な
で

心
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
ろ
う
」
と

企
画
。児
童
の
力
走
に
声
援
を
送
っ

た
後
、
校
庭
に
児
童
と
先
生
た
ち

で
「
東
小
」
の
文
字
、
保
護
者
は

「
！
」
の
マ
ー
ク
の
形
に
整
列
。
廣

田
会
長
の
知
人
で
、
熊
本
市
の
映

像
制
作
会
社
の
代
表
園
田
鉄
也
さ

ん
が
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
空
か
ら

撮
影
し
ま
し
た
。
学
校
の
シ
ン
ボ

ル
ク
ス
ノ
キ
の
周
り
を
囲
ん
で
の

空
中
撮
影
も
し
ま
し
た
。

　

風
船
は
み
ん
な
が
一
つ
ず
つ
持

ち
、
児
童
代
表
が
「
嘉
島
町
の
復

興
を
願
っ
て
、
ぼ
く
た
ち
の
未
来

へ
」
と
発
声
。
一
斉
に
空
へ
放
し

ま
し
た
。
保
護
者
は
手
作
り
の
豚

汁
を
用
意
、
児
童
は
笑
顔
で
食
べ

て
冷
え
た
体
を
温
め
ま
し
た
。

防
災
ず
き
ん
作
り

　

町
地
域
婦
人
会
の
有
志

　

嘉
島
町
地
域
婦
人
会
（
廣
田
惠

子
会
長
）
が
１
月
14
日
、
町
民
体

育
館
会
議
室
で
防
災
ず
き
ん
を
作

り
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
で
防
災
ず
き
ん
の
必

要
性
を
再
認
識
。
廣
田
会
長
が
呼

び
か
け
、
有
志
14
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
公
民
館
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
講

座
の
元
講
師
で
、
作
り
方
に
詳
し

い
北
甘
木
の
牛
嶋
た
け
子
さ
ん
が

指
導
。
そ
れ
ぞ
れ
に
生
地
を
持
ち

寄
り
、
様
々
な
模
様
の
防
災
ず
き

ん
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

会
員
か
ら
は
「
家
族
に
も
作
っ

て
あ
げ
た
い
」
と
い
う
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

復
興
も
ち
つ
き

　

地
区
再
興
願
う
井
寺
区
有
志

　

井
寺
区
の
有
志
17
人
が
12
月
24

日
、
地
区
再
興
を
願
う
「
復
興
も

ち
つ
き
」
を
井
寺
公
民
館
で
行
い

ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
で
余
儀
な
く
地
区
を

離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
、

お
正
月
用
の
お
餅
を
届
け
よ
う
と

工
藤
健
一
区
長
が
提
案
。
材
料
を

持
ち
寄
り
、「
こ
の
難
局
を
乗
り

越
え
、
１
日
も
早
く
区
に
帰
っ
て

き
て
一
緒
に
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
思
い
を
込
め
、
30
㌔
の
餅

を
つ
き
ま
し
た
。

　

つ
き
あ
が
っ
た
鏡
餅
と
あ
ん
こ

餅
は
、
採
取
し
た
ウ
ラ
ジ
ロ
と
ユ
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ズ
リ
ハ
を
添
え
て
届
け
ら
れ
、「
き

つ
か
思
い
ば
し
と
る
と
こ
に
、
あ

り
が
た
か
」
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。

サ
ン
ト
リ
ー
に
よ
る
支
援

　

サ
ン
ト
リ
ー
の
熊
本
地
震
復
興

支
援
活
動
「
水
の
国
く
ま
も
と
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し

て
、
プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
が
相
次
い
で

嘉
島
町
を
訪
問
。
被
災
地
の
子
ど

も
た
ち
を
元
気
づ
け
よ
う
と
、
野

球
ボ
ー
ル
を
贈
り
、
野
球
教
室
を

開
き
ま
し
た
。

　

プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
が
ボ
ー
ル
を

　

広
島
Ｏ
Ｂ
の
山
本
浩
二
さ
ん
た

ち
４
人
は
12
月
21
日
、
嘉
島
町
教

育
委
員
会
を
通
じ
て
嘉
島
、
御
船
、

益
城
各
町
の
小
学
校
の
全
児
童
に
、

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
専
用
の
柔
ら
か

い
野
球
ボ
ー
ル
「
ゆ
う
ボ
ー
ル
」
を

贈
り
ま
し
た
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
主
催
の
プ
ロ
野

球
Ｏ
Ｂ
戦
「
ド
リ
ー
ム
マ
ッ
チ
」

で
監
督
を
務
め
る
山
本
さ
ん
は
、

「
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
心
を
つ
な

い
で
ほ
し
い
」
と
話
し
、
受
け

取
っ
た
工
藤
教
育
長
は
「
ゆ
う

ボ
ー
ル
が
子
ど
も
達
に
喜
び
を
与

え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
」
と
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
Ｏ
Ｂ
が
野
球
教
室

　

プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
８
人
に
よ
る
野

球
教
室
は
12
月
23
日
、
町
総
合
運

動
公
園
で
あ
り
、
嘉
島
、
宇
城
市

な
ど
７
市
町
の
少
年
野
球
チ
ー
ム

の
児
童
約
３
０
０
人
が
指
導
を
受

け
ま
し
た
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
の
「
ド
リ
ー
ム
マ
ッ

チ
」
に
参
加
し
て
い
る
巨
人
Ｏ
Ｂ

の
吉
村
禎
章
さ
ん
や
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
Ｏ

Ｂ
の
久
保
文
雄
さ
ん
た
ち
。
記
念

撮
影
の
後
、
最
初
は
全
員
が
一
度

は
同
じ
ボ
ー
ル
に
触
れ
る
「
心
を

つ
な
ぐ
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」
を
し

ま
し
た
。
守
備
練
習
で
は
、
外
野

フ
ラ
イ
の
捕
球
や
捕
手
の
２
塁
送

球
な
ど
、
児
童
は
守
備
位
置
に
分

か
れ
て
熱
心
に
指
導
に
耳
を
傾
け
、

練
習
し
て
い
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
贈
呈

　

静
岡
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

　

静
岡
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
は
１
月

13
日
、
町
民
会
館
で
、
嘉
島
中
学

校
サ
ッ
カ
ー
部
に
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー

ル
や
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
贈
り

ま
し
た
。

　

同
協
会
の
竹
山
勝
自
専
務
理
事

は
、「
選
手
と
し
て
も
社
会
に
出

て
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
、
サ
ッ
カ
ー
部
主
将
の

上
妻
勇
太
君
と
副
主
将
の
平
野
光

一
郎
君
に
手
渡
し
ま
し
た
。
上
妻

君
は
「
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
12

月
26
日
、
高
齢
者
相
談
・
地
域
福

祉
委
員
を
通
し
て
、
町
内
の
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
（
70
歳
以
上
）

約
１
６
０
人
に
、
お
正
月
用
の
鏡

餅
や
小
餅
を
配
り
ま
し
た
。

　

西
村
区
委
員
の
井
上
美
幸
さ
ん

は
、
児
童
公
園
仮
設
住
宅
の
前
田

ケ
イ
子
さ
ん
を
訪
問
。
前
田
さ
ん

は
「
お
正
月
は
息
子
た
ち
と
迎
え

ま
す
。
お
餅
は
雑
煮
で
い
た
だ
き

ま
す
」
と
笑
顔
で
受
け
取
っ
て
い

ま
し
た
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
に
お
餅

町
社
協
、
相
談
委
員
通
し
配
布

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

　
　

総
合
相
談
窓
口

☎
０
９
６－

２
３
７－

５
８
９
０

〇
受
付
時
間　

９
時
〜
16
時

　
　
　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

義
援
金
受
付
口
座

　

熊
本
銀
行
嘉
島
支
店

　
　

普
通　

３
０
７
６
５
２
１

　
　

嘉
島
町
・
熊
本
地
震
災
害

　
　

義
援
金

　
　
　

嘉
島
町
長　

荒
木
泰
臣

井上さん（左）と前田さん
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嘉
島
中
学
校
の
生
徒
会
認
証
式

は
12
月
21
日
、
同
中
体
育
館
で
あ

り
、
新
生
徒
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

安
永
珠
梨
会
長
は
、「
３
年
生

の
思
い
を
引
き
継
ぎ
、
全
校
生
徒

で
新
た
な
嘉
島
中
を
作
っ
て
い

く
」
と
、
学
校
内
に
意
見
を
取
り

入
れ
る
場
を
作
る
こ
と
を
表
明
し

ま
し
た
。
年
明
け
の
１
月
か
ら
実

質
的
な
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

新
生
徒
会
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
会
長　

　

安
永　

珠
梨

▽
副
会
長　

廣
川　

由

　
　
　
　
　

鳥
栖　

健
汰

　

嘉
島
中
学
校
駅
伝
競
走
ク
ラ
ス

マ
ッ
チ
大
会
は
12
月
17
日
、
同
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー

ル
に
学
校
周
回
の
20
区
間
・
20
㌔

の
コ
ー
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

級
友
と
協
力
し
合
っ
て
体
力
を

養
う
恒
例
行
事
。
今
年
で
７
回
目
。

１
人
１
〜
３
区
間
を
走
り
、
各
ク

ラ
ス
２
〜
３
チ
ー
ム
が
出
場
、
ク

ラ
ス
の
平
均
タ
イ
ム
で
競
う
総
合

力
勝
負
の
大
会
で
す
。

　

出
走
前
に
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
円

陣
を
組
み
、「
順
位
も
大
事
。
で

▽
書
記
・
会
計　

荒
木
さ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　

白
神　

尚
也

▽
議
長　

　
　
　

冨
永　

美
樹

▽
副
議
長　

　
　

田
村　

友
薪

　
　
　
　
　
　
　

内
野　

叶
絵

▽
学
級
委
員
長　

有
馬　

晃
樹

▽
同
副
委
員
長　

川
上　

真
奈

▽
体
育
委
員
長　

中
川　

天
心

▽
同
副
委
員
長　

松
村　

玲
実

▽
文
化
委
員
長　

岡
本　

彩
愛

▽
同
副
委
員
長　

藤
田　

大
翔

▽
給
食
委
員
長　

外
村　

莉
望

▽
同
副
委
員
長　

緒
方　

麗
紋

▽
広
報
委
員
長　

佐
川　

真
菜

▽
同
副
委
員
長　

藤
瀨　

栄
輝

▽
図
書
委
員
長　

濱
武　

右
京

▽
同
副
委
員
長　

米
光　

志
織

▽
安
全
委
員
長　

内
村
さ
く
ら

▽
同
副
委
員
長　

安
藤　

啓
士

▽
保
健
委
員
長　

西
澤　

泰
佑

▽
同
副
委
員
長　

岩
本　

京
花

▽
放
送
委
員
長　

吹
氣　

愛
唯

▽
同
副
委
員
長　

坂
口　

博
優

▽
美
化
委
員
長　

髙
森　

千
帆

▽
同
副
委
員
長　

西
郷　

維
吹

▽
生
活
委
員
長　

藤
岡　

廉
士

▽
同
副
委
員
長　

德
永　

千
里

 

＝
敬
称
略

も
ク
ラ
ス
み
ん
な
で
楽
し
く
走
ろ

う
！
」
と
声
を
か
け
合
っ
て
い
ま

し
た
。

　

寒
風
の
中
、
生
徒
は
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
た

す
き
を
つ
な
い
で
全
力
で
走
り
抜

い
て
い
ま
し
た
。

　

総
合
順
位
は
次
の
通
り
で
す
。

　

▽
１
位　

２
年
２
組
▽
２
位　

２
年
１
組
▽
３
位　

２
年
３
組

安
永
会
長　
「
全
校
生
徒
で
嘉
島
中
を
作
っ
て
い
き
ま
す
」

「
全
校
生
徒
で
嘉
島
中
を
作
っ
て
い
き
ま
す
」

 

嘉
島
中
新
生
徒
会
ス
タ
ー
ト

嘉
島
中
生
徒
会
三
役
。

中
央
が
安
永
会
長

嘉島中生徒会の議長、副議長、常任委員長、同副委員長

全
力
で
走
り
抜
け
!!

 

嘉
島
中
駅
伝
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

スタート、リレー、ゴール。全力の生徒たち
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嘉
島
中
学
校
の
生
徒
が
１
月
21

日
、
東
京
で
開
か
れ
た
第
17
回
全

国
中
学
生
創
造
も
の
づ
く
り
教
育

フ
ェ
ア
全
国
大
会
に
出
場
、
お
弁

当
部
門
で
２
位
、
木
工
部
門
で
４

位
を
獲
得
し
ま
し
た
。
昨
年
12
月

に
熊
本
市
で
開
催
さ
れ
た
ロ
ボ
コ

ン
九
州
大
会
に
も
、
県
大
会
を
突

破
し
た
生
徒
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

が
ん
ば
る
嘉
島
中
は
、
各
分
野

で
大
活
躍
で
す
。

被
災
し
た
祖
母
の
た
め
に

　
「
あ
な
た
の
た
め
の
お
べ
ん
と

う
」
コ
ン
ク
ー
ル
で
２
位
に
あ
た

る
女
子
栄
養
大
学
学
長
賞
を
受
賞

し
た
の
は
、
２
年
生
の
川
上
真
奈

さ
ん
、
黒
木
結
愛
さ
ん
、
佐
藤

莉
々
花
さ
ん
。
５
位
だ
っ
た
昨
年

に
続
く
出
場
で
、
嘉
島
中
と
し
て

は
３
年
連
続
で
し
た
。

　

作
品
は
、
熊
本
地
震
で
被
災
し

仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
佐
藤
さ
ん
の

祖
母
の
た
め
に
考
え
た
「
負
け
ん

ば
い
嘉
島
町
！
復
興
応
援
弁
当
」。

嘉
島
の
湧
水
育
ち
の
鮎
の
一
夜
干

し
と
鮎
ご
は
ん
に
、
地
場
の
野
菜

を
使
っ
た
郷
土
料
理
ひ
こ
ず
り
や

に
暮
ら
し
て
お
り
、
弟
に
使
っ
て

も
ら
お
う
と
「
マ
ル
チ
本
立
て
」

を
考
案
。
棚
や
ペ
ン
立
て
を
可
動

式
に
し
て
、
教
科
書
や
学
校
の
プ

リ
ン
ト
な
ど
の
ほ
か
、
ミ
ニ
カ
ー

や
Ｃ
Ｄ
も
置
け
る
よ
う
に
工
夫
、

農
山
先
生
の
指
導
で
練
習
を
重
ね

ま
し
た
。

　

小
さ
い
と
き
か
ら
工
作
が
大
好

き
だ
っ
た
と
い
う
三
善
君
。
全
国

大
会
に
は
、
県
央
、
熊
本
県
、
九

州
の
３
大
会
を
突
破
し
て
の
出
場

で
し
た
。
規
定
の
ヒ
ノ
キ
板
２
枚

と
ベ
ニ
ア
板
１
枚
を
材
料
に
、
４

時
間
半
の
制
限
時
間
内
に
作
り
上

げ
ま
し
た
。
三
善
君
は
「
割
と
余

裕
も
持
っ
て
練
習
通
り
作
れ
ま
し

た
。
出
来
も
良
く
て
４
位
は
う
れ

し
か
っ
た
」
と
満
足
気
で
し
た
。

生
春
巻
き
な
ど
の
お
か
ず
、
デ

ザ
ー
ト
は
祖
母
直
伝
の
い
ち
ご
大

福
を
添
え
ま
し
た
。

　

被
災
の
体
験
を
生
か
し
て
、
米

は
無
洗
米
、
野
菜
は
乾
燥
野
菜
、

お
か
ず
の
カ
ッ
プ
は
弁
箱
が
汚
れ

な
い
よ
う
に
餃
子
の
皮
を
使
う
な

ど
、
節
水
で
き
て
長
持
ち
す
る
よ

う
な
工
夫
。
中
島
、
農
山
両
先
生

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
試
作
を

繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
20
チ
ー
ム
が
出
場
。

調
理
か
ら
片
付
ま
で
90
分
。
３
人

は
「
時
間
は
ぎ
り
ぎ
り
。
で
も
出

来
は
良
か
っ
た
。
２
位
は
う
れ
し

い
け
ど
、
優
勝
を
目
指
し
て
い
た

の
で
少
し
悔
し
い
で
す
」
と
話
し
、

「
来
年
は
絶
対
優
勝
し
た
い
」
と

意
欲
を
見
せ
て
い
ま
す
。

弟
の
た
め
に
考
案

　

３
年
生
の
三
善
正
太
朗
君
は
、

「
木
工
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
コ
ン
テ
ス

ト
で
、
出
場
16
人
中
４
位
に
あ
た

る
㈶
つ
く
ば
科
学
万
博
記
念
財
団

理
事
長
賞
を
受
賞
。
作
品
の
工
夫

を
２
分
間
で
発
表
す
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
見
事
ト
ッ
プ
の

大
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

制
作
課
題
は
「
机
の
上
を
整
理

す
る
」。
三
善
君
は
自
宅
が
被
災
、

家
族
と
手
狭
な
み
な
し
仮
設
住
宅

　

県
大
会
か
ら
九
州
大
会
へ

　

第
20
回
創
造
ア
イ
デ
ア
ロ
ボ
ッ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
九
州
大
会
に
出

場
し
た
の
は
、
基
礎
部
門
の
中
村

謙
吾
君
・
橋
口
佳
司
君
、
応
用
部

門
の
濱
武
右
京
君
・
久
野
巧
湖
君

の
２
組
で
、
い
ず
れ
も
２
年
生
。

　

11
月
の
熊
本
県
大
会
で
中
村
・

橋
口
組
は
２
位
。
濱
武
・
久
野
組

は
審
査
員
特
別
賞
で
九
州
大
会
に

進
出
。
両
組
と
も
健
闘
し
ま
し
た

が
、
予
選
リ
ー
グ
で
ロ
ボ
ッ
ト
が

思
う
よ
う
に
動
か
な
く
な
り
、
惜

し
く
も
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

を
逃
し
ま
し
た
。

上＝復興応援弁当
右＝ 左から、川上さん、黒木さ
ん、佐藤さん、中島先生

賞
状
と
作
品
を
手
に
、

三
善
君
（
左
）
と
農
山
先
生

左
か
ら
、
久
野
君
、
濱
武
君
、

中
村
君
、
橋
口
君

嘉
島
中

 
大
活
躍
！

ロ
ボ
コ
ン　

九
州
大
会

木　

工　
　

全
国
４
位

お
弁
当　
　

全
国
２
位

お
弁
当

木　

工

ロ
ボ
コ
ン
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平
成
28
年
度
の
小
学
校
英
語
教

育
研
究
推
進
校
に
指
定
さ
れ
て
い

る
嘉
島
東
小
で
１
月
20
日
、
公
開

授
業
が
開
か
れ
、
５
年
１
組
の
児

童
が
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
な
が
ら
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
て
発
音
を
繰
り
返
し
た
り
、
互

い
に
客
と
店
員
に
な
っ
た
り
す
る

授
業
を
公
開
し
ま
し
た
。

　

同
小
の
児
童
は
、
町
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
英
語
指
導
助
手
）
マ
ク
ダ
ー
モ
ッ

ト
・
リ
リ
ー
先
生
と
一
緒
に
英
語

を
学
ん
で
い
ま
す
。
公
開
授
業
は
、

「
伝
え
合
う
楽
し
さ
を
感
じ
る
外

国
語
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
担
任
の

川
崎
亜
矢
子
先
生
と
リ
リ
ー
先
生

と
進
め
て
い
る
４
回
の
う
ち
３
回

目
。
町
内
の
小
中
学
校
や
上
益
城

郡
内
の
小
学
校
の
先
生
な
ど
約
50

人
が
参
観
し
ま
し
た
。

　

児
童
は
授
業
の
初
め
か
ら
楽
し

そ
う
に
先
生
と
曜
日
や
日
付
な
ど

を
や
り
と
り
。
ゲ
ー
ム
感
覚
で
発

音
を
繰
り
返
し
て
学
び
、
て
い
ね

い
な
言
い
方
で
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー

の
注
文
を
取
っ
た
り
注
文
し
た
り

す
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

て
も
一
生
懸
命
に
走
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
学
校
挙
げ
て
の
恒
例
の

冬
の
行
事
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
保
護

者
は
コ
ー
ス
の
要
所
に
黄
色
の
旗

を
持
っ
て
立
ち
、
児
童
の
安
全
を

確
保
。
沿
道
に
つ
め
か
け
た
大
勢

の
家
族
や
地
域
の
人
た
ち
は
「
も

う
少
し
」「
が
ん
ば
っ
て
」
と
声

を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
東
小
で
１
月
16
日
、
嘉
島

西
小
で
同
26
日
、
租
税
教
室
が
開

か
れ
、
６
年
生
が
社
会
を
支
え
る

税
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

熊
本
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会

の
主
催
で
、
東
小
は
南
九
州
税
理

士
会
の
福
島
賢
一
さ
ん
が
講
師
。

児
童
は
学
校
や
コ
ン
ビ
ニ
、
橋
・

公
園
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
か
ら
税
金

が
使
わ
れ
て
い
な
い
施
設
を
見
つ

け
る
ク
イ
ズ
に
挑
戦
。
ご
み
焼
却

場
な
ど
県
内
の
公
共
施
設
が
税
金

で
造
ら
れ
、
児
童
の
教
育
に
も
税

金
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
児
童

も
買
い
物
で
消
費
税
を
払
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
「
何
が
お
好
き
で
す
か
？
」

　
「
何
が
お
好
き
で
す
か
？
」

 

東
小
の
英
語
教
育
公
開
授
業

　

嘉
島
東
小
学
校

の
持
久
走
大
会
は

１
月
21
日
に
開
催
。

保
護
者
や
地
域
の

人
が
盛
ん
に
声
援

を
送
る
な
か
、
児

童
は
自
己
記
録
の

更
新
を
目
指
し
て

力
走
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
運
動

場
を
一
周
し
て
校

外
を
回
る
１
・
２

年
生
１
㌔
、
３
・

４
年
生
２
㌔
、
５
・

６
年
生
３
㌔
。
こ

の
日
は
風
も
な
く

快
晴
の
好
天
気
。
児
童
は
１
・
２

年
生
か
ら
順
に
男
女
別
に
元
気
よ

く
ス
タ
ー
ト
し
、
速
く
て
も
遅
く

東
・
西
小
で
租
税
教
室

税
の
大
切
さ
学
ぶ

自己ベスト目指し力走
嘉島東小持久走大会

楽しく英語を学ぶ児童たち

自己ベストを目指して全力の児童たち
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１
月
は
恒
例

の
ど
ん
ど
や
が

町
内
各
地
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

正
月
飾
り
を
火

に
投
じ
、
お
き
火
で
焼
い
た
餅
や

芋
を
食
べ
、
今
年
１
年
の
無
病
息

災
を
祈
り
ま
し
た
。

◇
下
仲
間

◇
上
六
嘉

マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

町
運
動
公
園
で
12
月
21
日
に
開

催
。
年
少
の
た
ん
ぽ
ぽ
組
は
ト

ラ
ッ
ク
１
周
、
年
中
の
す
み
れ
組

は
１
周
半
、
年
長
の
さ
く
ら
組
は

２
周
。
園
児
た
ち
は
先
生
や
保
護

者
の
声
援
を
受
け
て
一
生
懸
命
に

走
り
、
全
員
が
完
走
し
ま
し
た
。

鏡
開
き

　

１
月
18
日
。
今
年
１
年
の
健
康

を
願
っ
て
先
生
た
ち
手
作
り
の
ぜ

ん
ざ
い
が
振
る
舞
わ
れ
、
園
児
た

ち
は
笑
顔
で
餅
を
ほ
お
ば
り
、
お

か
わ
り
も
し
て
い
ま
し
た
。

◇
下
六
嘉

◇
鯰

ど
ん

 

ど
や

嘉島
幼稚園

走
っ
て
!!

食
べ
て
!!
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当
館
の
下
水
管
復
旧
に
伴
い
、
ホ
ー
ル
「
ア
ク

ア
」
と
リ
ハ
ー
サ
ル
室
を
本
復
旧
工
事
（
５
月
以

降
予
定
）
に
着
工
す
る
ま
で
の
間
、
条
件
付
き
で

一
時
開
放
し
ま
す
。

○
開
放
予
定
施
設

①
ホ
ー
ル
「
ア
ク
ア
」　

②
リ
ハ
ー
サ
ル
室

【
注
】
会
議
室
１
〜
５
、
調
理
室
、
和
室
は
天
井

破
損
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

○
使
用
で
き
る
者　

　

町
内
外
を
問
わ
ず
嘉
島
町
が
許
可
し
た
者

○ 

施
設
使
用
料　

施
設
使
用
料
は
半
額
減
免
、
備

品
、
空
調
代
は
通
常
通
り
徴
収

○
開
放
時
間　

９
時
〜
17
時

○
使
用
で
き
る
日　

４
月
30
日
（
日
）
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
（
期
間
延
長
の
可
能
性
あ
り
）

○
許
可
で
き
な
い
行
事　

　

ホ
ー
ル
で
音
響
反
射
板
を
使
用
す
る
催
事

○ 

申
込
方
法　

教
育
委
員
会
に
備
え
付
け
の
嘉
島

町
民
会
館
使
用
許
可
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
申
し
込
む
こ
と
（
施
設
使
用
料
・
空

調
代
は
当
日
納
付
）

　

▽
ホ
ー
ル
申
込
…
使
用
日
２
週
間
前
ま
で

　

▽
リ
ハ
ー
サ
ル
室
申
込
…
使
用
日
３
日
前
ま
で

○ 

注
意
事
項　

５
月
以
降
に
本
復
旧
工
事
を
予
定

し
て
い
る
た
め
、
５
月
以
降
の
予
約
は
受
け
付

け
ま
せ
ん
（
復
旧
工
事
の
工
期
に
よ
っ
て
は
期

間
延
長
を
検
討
し
ま
す
）。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
　
　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

０
０
５
８

図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
日
〜
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
時
は
翌
日
）・

12
月
28
日
〜
１
月
３
日

☎
２
３
７

－
０
０
５
８

嘉  島  町  民  会  館

《
2
〜
3
月
の
休
館
日
》

　

２
月
13
、
20
、
27
日

　

３
月
６
、
13
、
21
、
27
日

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は
利
用
で

き
ま
す
。

☆
貸
出
は
２
週
間
。
み
ん
な
の
た
め
に
返
却
日

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
借
出
と
返
却
の
ほ
か
閲
覧
、
学
習
も
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

条
件
付
き
で
一
時
開
放

条
件
付
き
で
一
時
開
放

 

ホ
ー
ル
と
リ
ハ
ー
サ
ル
室

　

わ
た
し
は
小
公
女
と
い
う
本
を

オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。
理
由
は
、
主

人
公
の
セ
ー
ラ
・
ク
ル
ー
の
お
父

さ
ん
が
死
ん
で
し
ま
っ
て
一
文
無

し
に
な
っ
た
け
ど
、
プ
リ
ン
セ
ス

に
な
れ
る
と
思
っ
て
あ
き
ら
め
な

か
っ
た
の
で
、
そ
の
後
す
く
わ
れ

て
お
金
持
ち
に
な
っ
た
。
あ
き
ら

め
な
け
れ
ば
願
い
は
か
な
う
、
こ

の
本
は
す
ご
い
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
み
な
さ
ん
も
よ
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

マ
ン
ガ
ジ
ュ
ニ
ア
名
作
シ
リ
ー
ズ

「
小
公
女
」

　
　
　
　
　
　

原
作
：
バ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　

漫
画
：
袋
あ
ず
き

　
　
　
　
　
　

構
成
：
ミ
ハ
ラ
テ
ツ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
研
プ
ラ
ス

嘉島西小学校4年

甲木 陽菜さん

東
日
本
大
震
災　

陸
上
自
衛
官
と
し
て
の

１
３
８
日
間
の
記
録

 

西
郷
欣
哉　

著

　

嘉
島
町
鯰
の
会
社
員
西
郷
欣
哉
さ

ん
が
、
東
日
本
大
震
災
で
陸
上
自
衛

官
と
し
て
従
事
し
た
災
害
派
遣
活
動

を
記
録
し
た
著
書
を
出
版
、
町
民
会

館
図
書
室
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

西
郷
さ
ん
は
当
時
、
山
形
県
に
駐

屯
す
る
第
20
普
通
科
連
隊
の
幹
部
。

震
災
が
発
生
し
た
平
成
23
年
３
月
11

日
か
ら
７
月
27
日
ま
で
、
宮
城
県
の

石
巻
市
や
女
川
町
な
ど
の
被
災
地
で

行
方
不
明
者
捜
索
や
被
災
者
支
援
、

公
共
施
設
の
復
旧
活
動
な
ど
の
作
戦

立
案
と
現
場
指
揮
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

本
は
、
個
人
的
な
感
想
や
思
い
も

交
え
な
が
ら
も
、
事
実
関
係
は
日
時

も
含
め
て
詳
し
く
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。「
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
活
動
と
は

被
災
者
の
方
々
と
協
力
し
作
り
上
げ

て
い
く
も
の
」
と
い
う
西
郷
さ
ん
は
、

行
政
機
関
や
被
災
し
た
住
民
、
民
間

企
業
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
行

動
も
丁
寧
に
書
き
込
ん
で
い
ま
す
。

　

震
災
発
生
５
年
後
の
昨
年
３
月
11

日
か
ら
１
年
間
の
予
定
で
、
当
時
の

日
記
を
基
に
執
筆
を
始
め
、
そ
の
後

熊
本
地
震
に
遭
遇
。
執
筆
を
早
め
て

８
月
末
に
終
了
。
11
月
に
東
京
の
イ

ン
プ
レ
ス
Ｒ
＆
Ｄ
社
か
ら
出
版
さ
れ

ま
し
た
。

お
す
す
め
本

著書を持つ西郷さん
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嘉島町消防団員募集
　嘉島町消防団は若い新入団員を募集しています。２月から３月にかけて消防団員が勧誘にお
伺いします。消防団は地域の若者同士が楽しく集う場であり、災害対応のノウハウを培う場で
もあります。積極的に入団し、皆さんが住んでいらっしゃる地域のために貢献しましょう！ 
　また、各地域の取り決めにより、入団されない場合、地域のために消防団活動をしている方との
不公平をなくすため、協力金をいただく場合がありますのでご了承ください。

熊本地震でも大活躍！消防団は地域のもっとも身近なボランティア !!

　昨年の熊本地震の際には人命救助や地域の巡視などを中心に活動し、多くの人命を救い、地域の
治安維持活動に大きく貢献しました。消防団は、“自分たちのまちを、自分たちで守りたい”とい
うココロで活動をしている団体です。地域住民にとって消防団はもっとも身近なボランティアであ
り、いざという時に頼りになる存在です。

なぜ消防団が必要なのか？

　けたたましく鳴り響くサイレンの音…。そこには、炎に包まれ途方にくれている人がいるかもし
れません。その人は誰かの大切な家族であり、友人であり、恋人であるはずです。助けに来てくれ
る人を待っているかもしれません。
　さあ、あなたの出番です。地域のことをよく知っている消防団は、地域に密着した効果的な消火・
救助活動を行うことができます。

消防団員の処遇と任務は？

　消防団員は非常勤特別職の地方公務員として処遇されます。

入団資格 ・嘉島町に居住し、又は勤務する方
・年齢 18 歳以上の方

入団後の
待　遇

・ 消防活動中、負傷した場合の補償制度があります
・ 消防団活動に必要な制服などが貸与されます

　消防団の任務

平　 常　 時

・火災予防運動（巡回広報、一人暮らし老人宅調査等）
・警備警戒活動（年末警戒等）
・教育訓練活動（出初式、規律訓練、操法訓練等）
・消防機械器具等の点検、整備

災　 害　 時

・火災（建物火災、枯草火災、車両火災等）
・風水害（台風、集中豪雨、洪水）
・地震
・その他（人命救助、避難誘導、行方不明者捜索等）

その他の活動
消防防災活動だけでなく、地元の祭り等にも参加しています。
※ 消防音楽隊は、出初式や消防点検、その他消防啓発のため、積極

的に地域のイベントに参加しています

消防音楽隊の隊員も募集しています！

　　吹奏楽等の経験、性別、年齢は問いません。興味のある方はお問い合わせください。

　　【お問い合わせ先】嘉島町役場総務課　消防担当　☎２３７－１１１２
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役
場
正
面
玄
関
の
工
事
完
了

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

町
役
場
庁
舎
の
正
面
玄
関
は
熊
本
地

震
に
よ
る
被
災
復
旧
工
事
が
完
了
、
使

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

採
用
試
験
・
募
集

嘉
島
町
職
員
採
用
試
験

○
職
種　

一
般
事
務

○
区
分　

高
等
学
校
卒
業
程
度

○
採
用
予
定
人
員　

１
人
程
度

○
採
用
予
定
日　

平
成
29
年
５
月
１
日

○ 

受
験
資
格　

平
成
２
年
４
月
２
日
〜

11
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

○ 

受
付
期
間　

２
月
13
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

〜
３
月
３
日
（
金
）

　

 

※
土
、
日
を
除
く
８
時
半
〜
17
時
。

郵
送
は
３
月
３
日
消
印
ま
で
有
効

○ 

申
込
手
続　

試
験
申
込
書
を
持
参
ま

た
は
郵
送
（
申
込
書
は
役
場
総
務
課

に
請
求
ま
た
は
嘉
島
町
役
場
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

○
試
験
日　

・ 

１
次
試
験　

３
月
19
日
（
日
）
８
時

半
集
合

・ 

２
次
試
験　

１
次
試
験
合
格
者
の

み
４
月
７
日
（
金
）

○ 

試
験
場　

嘉
島
町
民
会
館
２
階
会
議

室
（
１
次
試
験
）

○
日
時　

　

２
月
25
日
（
土
）
10
時
〜
12
時

○
場
所　

　

嘉
島
町
民
会
館
ホ
ー
ル
「
ア
ク
ア
」

○
講
演　

・ 

演
題
「
現
代
の
部
落
差
別
」
〜
取

材
を
通
し
て
見
え
て
き
た
こ
と
〜

・
講
師　

林　

由
紀
子
氏

　

２
０
０
２
年
毎
日
新
聞
入
社
。
大

阪
社
会
部
な
ど
を
経
て
15
年
か
ら
福

岡
総
局
報
道
部
記
者
。
09
年
か
ら
京

都
市
立
中
学
校
の
人
権
教
育
を
密
着

取
材
し
、
新
聞
紙
上
で
連
載
。
単
行

本
「
弥
栄
の
き
ず
な
」
を
出
版
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　

☎
２
３
７－

０
０
５
８

○ 

試
験
の
種
類　

教
養
、
作
文
、
職
場

適
応
性
検
査　

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課
人
事
広
報
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
募
集

○
募
集
人
員　

3
人

○ 

受
験
資
格　

嘉
島
町
在
住
で
調
理
師

免
許
又
は
同
等
の
資
格
を
有
す
る
人

○ 

職
務
内
容　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

勤
務
し
、
給
食
調
理
業
務
に
従
事

○
任
用
予
定
期
間

　

平
成
29
年
４
月
〜
平
成
30
年
３
月

※ 

そ
の
後
１
年
ご
と
の
更
新
の
可
能
性

あ
り

○
勤
務
時
間　

８
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　

※
週
29
時
間
以
内

○
選
考
方
法　

面
接

○ 

応
募
方
法　

履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
持
参
又
は
送
付
下
さ
い
。

○
受
付
期
間　

　

２
月
13
日
（
月
）
〜
２
月
28
日
（
火
）

※ 

持
参
は
土
日
を
除
く
８
時
半
か
ら
17

時
ま
で
。
郵
送
は
２
月
28
日
（
火
）

の
消
印
有
効

【
お
問
い
合
わ
せ
先
・
応
募
先
】

　
　

嘉
島
町
大
字
上
島
９
２
０
番
地

　
　

嘉
島
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
７－

１
９
２
５

税
務
課
非
常
勤
職
員
募
集

○
募
集
人
員　

１
名

○
条
件

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
（
ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル
等
）
が
で
き
る
方

○
勤
務
内
容　

一
般
事
務

○
任
用
予
定
期
間

　

平
成
29
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　
　

〜
平
成
30
年
３
月
31
日

○
勤
務
時
間　

８
時
半
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　
　

※
週
29
時
間
以
内

○
報
酬　

日
額
７
３
６
０
円

　
　
　

   （
１
時
間
あ
た
り
９
４
９
円
）

○
選
考
方
法

　

書
類
審
査
の
後
、
面
接
に
よ
り
選
考

○
応
募
方
法

　

写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書
（
市
販
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
提
出
先

ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

　

２
月
13
日
（
月
）
〜
３
月
３
日
（
金
）

　

※
持
参
の
場
合
は
、
土
・
日
を
除
く

８
時
半
か
ら
17
時
15
分
ま
で
。
郵
送
の

場
合
は
３
月
３
日
（
金
）
消
印
有
効

【
お
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

　
　

役
場
税
務
課
課
税
係

☎
２
３
７－

２
６
３
９

人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い

広報かしま2017.2

14



偶
者
な
ど
の
同
居
者
。

　

②
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
（
Ｈ
Ｉ

抗
体
検
査
で
16
倍
以
下
）
妊
婦
の
配
偶

者
な
ど
の
同
居
者
。

※
た
だ
し
、
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
方
、
風
し
ん
の
予
防
接

種
歴
が
あ
る
方
、
風
し
ん
に
か
か
っ
た

こ
と
が
あ
る
方
を
除
き
ま
す
。

○
実
施
時
期　

３
月
31
日
（
金
）
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
　

熊
本
県
御
船
保
健
所

☎
２
８
２－

０
０
１
６

お
と
な
の
風
し
ん

予
防
接
種
費
用
助
成
制
度

　

嘉
島
町
は
、
風
し
ん
抗
体
検
査
で
予

防
接
種
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
方
に
対

し
、
主
に
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発

生
予
防
を
目
的
と
し
て
、
接
種
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

対
象
者
や
必
要
書
類
を
確
認
し
、
嘉

島
町
役
場
町
民
課
窓
口
で
直
接
申
請
し

て
下
さ
い
。

○
対
象
者

嘉
島
町
に
住
民
票
を
有
す
る
方
で
以
下

の
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方

（
た
だ
し
、
妊
娠
中
の
方
及
び
妊
娠
し

て
い
る
可
能
性
の
あ
る
方
は
除
き
ま

す
。）

①
熊
本
県
が
実
施
す
る
「
熊
本
県
風
し

ん
抗
体
検
査
事
業
」
に
お
い
て
、
予
防

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
採
用
試
験

○
試
験
職
種　

介
護
支
援
専
門
員

○
採
用
予
定
人
員　

１
名

○
受
験
資
格　

介
護
支
援
専
門
員
の
資

格
を
有
す
る
も
の

○
試
験
の
内
容

・
第
１
次
試
験　

教
養
・
作
文

・
第
２
次
試
験　

面
接

○
試
験
日
時
及
び
場
所

・
第
一
次
試
験　

３
月
５
日
（
日
）

　
　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
第
二
次
試
験　

合
格
者
に
別
途
通
知

○
受
付
期
間　

２
月
13
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

〜
２
月
17
日
（
金
）

※ 

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

郵
送
は
２
月
17
日
（
金
）
消
印
ま
で

有
効
。

○ 

職
務
の
内
容　

嘉
島
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
従
事

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

自
衛
官
候
補
生
募
集

○
５
次
募
集

・ 

資
格　

男
子
で
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
者

・
受
付
期
間　

２
月
20
日
（
月
）
ま
で

・
試
験
期
日　

２
月
26
日
（
日
）

○
６
次
募
集

・
資
格　

５
次
募
集
と
同
じ

・
受
付
期
間　

　

２
月
21
日
（
火
）
〜
３
月
７
日
（
火
）

・
試
験
期
日　

３
月
９
日
（
木
）

※
合
格
発
表
日
は
試
験
日
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
入
（
校
）
隊
は
３
月
下
旬
〜

４
月
上
旬
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

自
衛
隊
宇
城
募
集
案
内
所

　
　

☎
０
９
６
４－

２
３－

２
０
４
７

感
染
予
防

こ
の
冬
は
よ
り
一
層
の「
予
防
」

と
「
注
意
」
を
！

　

熊
本
地
震
の
被
災
に
よ
り
、
救
急
の

受
け
入
れ
が
で
き
な
い
病
院
も
あ
り
、

救
急
病
院
が
大
変
混
雑
し
て
い
ま
す
。

冬
場
は
感
染
症
も
流
行
し
、
ま
す
ま
す

混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
「
感
染
症
の
予
防
」
に
は
、
手
洗
い

の
習
慣
づ
け
、
人
ご
み
を
避
け
る
こ
と
、

栄
養
・
休
養
・
睡
眠
を
十
分
に
と
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

家
屋
の
修
理
な
ど
が
原
因
の
高
所
か

ら
の
転
落
事
故
も
増
え
て
い
ま
す
。
た

っ
た
１
メ
ー
ト
ル
か
ら
の
転
落
で
も
衝

撃
は
大
き
く
、
重
症
化
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
屋
根
や
脚
立
、
は
し
ご
か
ら

の
転
落
に
も
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

県
庁
医
療
政
策
課

☎
３
３
３－

２
２
４
６

風
し
ん

風
し
ん
抗
体
検
査
が

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

　

平
成
25
年
に
大
流
行
し
た
風
し
ん
。

妊
婦
が
、
妊
娠
期
間
の
前
半
（
20
週
頃

ま
で
）
に
風
し
ん
に
感
染
す
る
と
、
赤

ち
ゃ
ん
が
目
や
耳
、
心
臓
な
ど
に
障
が

い
を
も
っ
て
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
（
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
）。
そ

の
た
め
、
妊
娠
・
出
産
を
考
え
て
い
る

女
性
は
特
に
、
事
前
に
風
し
ん
の
予
防

が
大
切
で
す
。

　

熊
本
県
で
は
無
料
で
風
し
ん
抗
体
検

査
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

検
査
で
風
し
ん
に
対
す
る
免
疫
（
抗

体
）
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
調
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め

に
検
査
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　

嘉
島
町
で
は
、
風
し
ん
の
抗
体
価
が

低
い
方
に
対
し
て
引
き
続
き
予
防
接
種

助
成
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、「
お

と
な
の
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
助
成
制

度
」
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ
の
配
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役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

住
宅
応
急
修
理
の
申
し
込
み
は

お
済
み
で
す
か
？

　

熊
本
地
震
被
災
住
宅
の
応
急
修
理
は

申
込
期
限
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

○
申
込
期
限　

４
月
13
日
（
木
）

　

申
し
込
み
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

期
限
内
に
お
願
い
し
ま
す
。
申
し
込
み

は
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
、
役
場
２
階
の
総
合
相
談
窓
口
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

工
事
完
了
期
限
は
未
定
で
す
が
、
平

成
29
年
度
中
の
設
定
が
想
定
さ
れ
ま
す

の
で
、
早
め
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
応
急
修
理
と
は

　

熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
住
宅
が

半
壊
ま
た
は
大
規
模
半
壊
被
害
を
受
け
、

そ
の
住
宅
に
住
む
た
め
の
必
要
最
小
限

の
応
急
修
理
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を

町
が
直
接
業
者
に
支
払
う
制
度
で
す
。

　

仮
設
住
宅
、
み
な
し
仮
設
住
宅
と
の

併
用
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

修
理
業
者
は
ご
自
身
で
選
定
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
修
理
業
者
は
次

の
サ
イ
ト
で
検
索
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

▽
熊
本
地
震
被
災
住
宅
の
補
修
業
者
検

索
サ
イ
ト

接
種
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
方

②
過
去
の
風
し
ん
の
抗
体
検
査
に
お
い

て
抗
体
価
が
高
い
（
Ｈ
Ｉ
抗
体
検
査
で

16
倍
以
下
及
び
Ｅ
Ｉ
Ａ
価
８
倍
未
満
相

当
）
と
判
断
さ
れ
、
妊
娠
を
希
望
さ
れ

る
方

※
た
だ
し
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が

あ
る
方
、
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が

あ
る
方
を
除
き
ま
す
。

○
助
成
対
象
の
予
防
接
種

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
又
は
麻
し
ん
風
し
ん

（
Ｍ
Ｒ
）
混
合
ワ
ク
チ
ン

○
嘉
島
町
が
行
う
費
用
助
成
額

７
，
０
０
０
円
を
上
限
と
し
、
対
象
者

が
負
担
し
た
額

○
助
成
費
用
の
申
請
期
限

平
成
29
年
３
月
31
日
（
助
成
の
対
象
は
、

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３

月
31
日
ま
で
に
接
種
し
た
予
防
接
種
で

す
）

○
申
請
に
必
要
な
も
の

①
風
し
ん
抗
体
検
査
の
結
果
が
記
載
さ

れ
て
い
る
書
類
（
下
記
の
い
ず
れ
か
）

☆
熊
本
県
が
実
施
す
る
「
熊
本
県
風
し

ん
抗
体
検
査
事
業
」
に
お
け
る
風
し
ん

抗
体
検
査
結
果
通
知
書

☆
過
去
の
風
し
ん
抗
体
検
査
結
果
が
分

か
る
書
類
（
母
子
手
帳
等
）

②
予
防
接
種
を
実
施
し
た
医
療
機
関
が

発
行
し
た
領
収
書

③
予
防
接
種
の
実
施
が
確
認
で
き
る
証

明
書
（
使
用
ワ
ク
チ
ン
が
確
認
で
き
る

予
防
接
種
済
証
若
し
く
は
問
診
票
の
コ

ピ
ー
な
ど
）

④
印
鑑
（
認
め
も
可
）

⑤
助
成
費
用
の
振
り
込
み
を
希
望
す
る

金
融
機
関
口
座
情
報
（
通
帳
な
ど
）

（
た
だ
し
、
振
込
先
の
口
座
名
義
人

は
申
請
者
と
同
一
の
方
と
し
て
下
さ

い
。）

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

熊
本
地
震

損
壊
家
屋
等
の
公
費
解
体
・

個
人
先
行
解
体
の
申
込
締
切

　

解
体
撤
去
の
申
込
締
切
を
次
の
通
り

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
１
月
末
か
ら
全
世
帯
に
配

布
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

○
町
に
解
体
撤
去
を
依
頼
さ
れ
る
場
合

＝
公
費
解
体

・
申
込
締
切
日　

３
月
31
日

○
個
人
で
解
体
撤
去
し
、
償
還
（
払
い

戻
し
）
を
申
請
す
る
場
合
＝
個
人
先
行

解
体

・
申
込
締
切
日　

３
月
31
日

（
解
体
撤
去
後
の
申
請
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

http://w
w
w
.chord.or.jp/hosyu/

index. php

検
索
サ
イ
ト
を
利
用
で
き
な
い
場
合
は

企
画
情
報
課
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
企
画
情
報
課

☎
２
３
７－

２
６
４
１

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
還
付

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
方
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方

に
つ
い
て
は
利
用
料
が
免
除
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
で
既
に
支
払
っ
て
し

ま
っ
た
利
用
料
に
つ
い
て
は
平
成
29
年

２
月
１
日
か
ら
還
付
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
介
護
保
険
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

震
災
以
降
に

町
へ
転
入
さ
れ
た
方
へ

　

国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
、
熊
本
地

震
で
被
災
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
で

発
行
さ
れ
た
「
り
災
証
明
書
」
が
半
壊

以
上
の
場
合
は
、
税
・
保
険
料
の
減
免

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
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認
定
農
家
の
皆
さ
ん
へ

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う

　

青
色
申
告
は
、
自
分
の
経
営
を
客
観

的
に
つ
か
む
た
め
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で

す
。
青
色
申
告
に
は
、
税
制
上
の
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
速
取
り

組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　

新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
に
は
、

個
人
の
場
合
、
３
月
15
日
ま
で
に
最
寄

り
の
税
務
署
に
「
青
色
申
告
承
認
申
請

書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力

創
造
本
部
は
、
青
色
申
告
を
行
っ
て
い

る
農
業
者
を
対
象
と
し
た
収
入
保
険
制

度
の
導
入
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

詳
細
は
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

九
州
農
政
局
熊
本
支
局
地
方
参
事
官
室

☎
３
０
０－

６
０
２
０

子
育
て
・
介
護

園
庭
開
放

東
部
幼
光
保
育
園
と
嘉
島
保
育
園

〈
東
部
幼
光
保
育
園
〉

○
日
時

　

２
月
16
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
半

〈
嘉
島
保
育
園
〉

○
日
時

は
税
務
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
税
務
課

☎
２
３
７－

２
６
３
９

専
門
家
に
よ
る
無
料
建
築
相
談

　

日
本
建
築
家
協
会
九
州
支
部
の
専
門

家
が
、
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
住
宅

の
改
修
や
建
て
替
え
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。
現
地
調
査
ま
で
ご
希
望
の

場
合
は
有
料
に
な
り
ま
す
。

　

受
付
後
に
日
程
調
整
を
行
い
、
実
際

の
相
談
は
数
週
間
後
に
な
り
ま
す
。

○
受
付
場
所　

役
場
総
合
相
談
窓
口

○
受
付
日
時

２
月
13
日
（
月
）
〜
３
月
31
日
（
金
）

　

土
日
祝
日
を
除
く
９
時
〜
16
時

※
被
害
状
況
調
査
に
関
す
る
相
談
は
お

受
け
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課

☎
２
３
７－

１
１
１
２

税
の
申
告

税
の
申
告
に
は
個
人
番
号
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
）
の
記
載
が
必
要
で
す

　

今
年
度
か
ら
、
前
年
中
の
所
得
に
基

づ
く
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
、
住
民

税
の
申
告
書
に
は
個
人
番
号
の
記
載
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
、
住
民
税
の
申
告
書
に

個
人
番
号
を
記
載
し
た
場
合
は
、
申
告

者
ご
本
人
の
番
号
確
認
書
類
（
個
人
番

号
カ
ー
ド
、
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
、
ま

た
は
個
人
番
号
が
記
載
さ
れ
た
住
民

票
）
の
写
し
の
添
付
が
必
要
と
な
り
、

さ
ら
に
身
元
確
認
書
類
（
免
許
証
、
保

険
証
等
）
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
番
号
確
認
書
類
と
し
て
個

人
番
号
カ
ー
ド
を
添
付
さ
れ
た
場
合
に

は
身
元
確
認
書
類
は
不
要
で
す
。

　

代
理
の
方
が
申
告
さ
れ
る
場
合
に
は
、

別
途
代
理
の
方
の
身
分
証
が
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
税
務
課

☎
２
３
７－

２
６
３
９

熊
本
東
税
務
署
の
申
告
相
談

会
場
は
火
の
国
ハ
イ
ツ
で
す

　

平
成
28
年
分
所
得
税
及
び
復
興
特
別

所
得
税
・
贈
与
税
・
個
人
事
業
者
の
所

得
税
の
申
告
相
談
は
次
の
通
り
で
す
。

熊
本
東
税
務
署
内
で
は
申
告
相
談
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

○
申
告
相
談
会
場

　

 

火
の
国
ハ
イ
ツ
（
熊
本
市
東
区
石
原

２－

２－

28
、☎
３
８
０－

３
３
０
５
）

○
申
告
相
談
期
間

　

２
月
16
日
（
木
）
〜
３
月
15
日
（
水
）

　

 

※
土
日
除
く
。
た
だ
し
、
２
月
19
日

（
日
）
と
２
月
26
日
（
日
）
の
み
日

曜
日
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

○
相
談
受
付
時
間　

９
時
〜
16
時

※
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
の
相
談

も
確
定
申
告
と
同
様
に
行
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
東
税
務
署

☎
３
６
９－

５
５
６
６

税
申
告
折
込
チ
ラ
シ

の
訂
正
（
税
務
課
）

　

広
報
か
し
ま
１
月
号
の
折
込
チ
ラ
シ

（
水
色
）「
平
成
29
年
度
住
民
（
町
民　

県
民
）
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

申
告
に
つ
い
て
」
の
「
熊
本
東
税
務
署

が
開
設
す
る
申
告
相
談
会
場
」
に
つ
い

て
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
次
の
通

り
訂
正
し
ま
す
。
傍
線
の
部
分
が
訂
正

部
分
で
す
。

○
「
熊
本
東
税
務
署
が
開
設
す
る
申
告

相
談
会
場
」
火
の
国
ハ
イ
ツ

（
２
）
確
定
申
告
の
申
告
相
談
（
震
災

に
よ
る
被
害
が
あ
っ
た
方
も
含
む
）

２
月
16
日
（
木
）
〜
３
月
15
日
（
水
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
土
日
除
く
）

た
だ
し
、
２
月
19
日
（
日
）
及
び
２
月

26
日
（
日
）
の
み
日
曜
日
も
開
設

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
税
務
課

☎
２
３
７－
２
６
３
９
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在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

　

ご
家
庭
で
介
護
を
し
て
お
ら
れ
る
家

族
の
方
に
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
頂
き
、
介
護
者
同
士
の
交
流

を
深
め
る
た
め
在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

３
月
２
日
（
木
）

　

10
時
出
発　

16
時
解
散

○
場
所　

参
加
人
数
に
よ
り
決
定

○
参
加
対
象　

家
庭
で
介
護
認
定
を
受

け
た
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る
方

○
参
加
人
数　

10
名
程
度

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
締
切　

２
月
24
日
（
金
）

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

口
座
振
替

国
民
年
金
保
険
料
は

口
座
振
替
が
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
口
座

振
替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
保
険
料
が
自
動
的
に
引

き
落
と
さ
れ
る
の
で
、
金
融
機
関
な
ど

に
行
く
手
間
が
省
け
る
上
、
納
め
忘
れ

も
な
く
、
と
て
も
便
利
で
す
。

　

口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険
料
を

　

３
月
３
日
（
金
）
10
時
〜
11
時
半

　

※ 

当
日
は
、
ひ
な
ま
つ
り
会
の
見
学

も
で
き
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
前
日
ま
で

に
各
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、

す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
の

で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
園

見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
　

東
部
幼
光
保
育
園

☎
３
６
０－

６
１
０
３

　
　

嘉
島
保
育
園

☎
２
３
７－

１
０
１
６

そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

児
童
手
当
（
２
月
期
）
を

振
り
込
み
ま
し
た

　

平
成
28
年
10
月
分
〜
平
成
29
年
１
月

分
の
児
童
手
当
は
、
２
月
10
日
（
金
）

に
そ
れ
ぞ
れ
ご
希
望
の
金
融
機
関
口
座

に
振
り
込
み
ま
し
た
。

　

例
年
通
り
、
保
育
料
の
未
納
が
あ
る

方
は
窓
口
払
い
と
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
子
ど
も
を

対
象
に
し
た
「
地
域
の
学
習
教
室
」

　

熊
本
県
が
実
施
し
て
い
る
事
業
で
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
子
ど
も
た
ち
に
学

び
の
場
・
安
ら
ぎ
の
居
場
所
を
確
保
・

提
供
す
る
「
地
域
の
学
習
教
室
」
は
、

母
子
会
に
登
録
さ
れ
た
学
習
支
援
員
が
、

地
域
の
社
会
福
祉
施
設
等
を
活
用
し
て
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
に
学
習

支
援
を
行
い
ま
す
。

○
支
給
対
象
者　

ひ
と
り
親
家
庭
等
の

小
・
中
学
生

○
開
所
日　

少
な
く
と
も
週
１
回
以
上

○
費
用　

子
ど
も
１
人
当
た
り
１
日

（
回
）
１
０
０
円
が
上
限
で
す

○
実
施
場
所　

県
内
各
地
域
の
最
寄
り

の
社
会
福
祉
施
設
・
公
民
館
等

○
学
習
指
導　

教
科
書
、
宿
題
が
中
心

※
実
施
場
所
、
学
習
支
援
員
等
を
調
整

す
る
た
め
、
申
請
い
た
だ
い
て
か
ら
準

備
が
整
う
ま
で
し
ば
ら
く
お
待
ち
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
・
参
加
受
付
】

熊
本
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
３－

７
号

熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

☎
３
２
４－

２
１
３
６

当
月
末
に
振
替
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度
や
、

現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６
カ

月
前
納
・
１
年
前
納
・
２
年
前
納
（
申

込
期
限
は
２
月
末
日
）
も
あ
り
、
大
変

お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納
付

書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機

関
届
出
印
を
ご
持
参
の
う
え
、
ご
希
望

の
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
３
６
７－

８
１
４
４

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

相　

談　
心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

２
月
22
日
（
水
）　

弁
護
士

　

３
月
22
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
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健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

肝
炎
サ
ロ
ン
の
開
催

　

肝
炎
サ
ロ
ン
は
、
肝
炎
患
者
や
そ
の

ご
家
族
な
ど
肝
炎
に
関
心
の
あ
る
方
の

た
め
の
情
報
交
換
の
場
で
す
。
肝
臓
の

病
気
に
対
す
る
疑
問
や
治
療
に
関
す
る

不
安
や
悩
み
な
ど
、
ゆ
っ
く
り
語
り

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
参
加
費
は
無
料
。

事
前
の
お
申
込
み
も
不
要
で
す
。
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
お
参
加
下
さ
い
。

○
開
催
日
時
及
び
場
所

・
２
月
27
日
（
月
）
13
時
半
〜
16
時

　
　

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

・
２
月
28
日
（
火
）
13
時
半
〜
16
時

　
　

熊
本
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　
　

山
﨑
記
念
館

・
３
月
３
日
（
金
）
13
時
半
〜
16
時

　
　

天
草
地
域
健
診
セ
ン
タ
ー

　
　

２
階
会
議
室

・
３
月
７
日
（
火
）
13
時
半
〜
16
時

　
　

阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー　

講
堂

・
３
月
９
日
（
木
）
13
時
半
〜
16
時

　
　

熊
本
労
災
病
院　

　
　

中
央
診
療
棟
５
階
会
議
室

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課

☎
３
３
３－

２
７
８
３

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室
は
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
契
約
問
題
、
商

品
、
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
徳
商
法

な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に

向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
聞
い
て
い
い
の

か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も
構

い
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
２－

１
１
１
１

　

 （
※
熊
本
地
震
の
た
め
、
御
船
町
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
１
１
１

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

ご
利
用
無
料
！
労
働
相
談

　

労
働
条
件
や
退
職
・
解
雇
、
職
場
で

の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
労
使

双
方
か
ら
の
相
談
に
、
専
門
の
相
談
員

が
中
立
の
立
場
か
ら
助
言
を
行
っ
て
い

ま
す
。

○ 

実
施
場
所　

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・

支
援
セ
ン
タ
ー

○
利
用
時
間　

平
日
９
時
〜
19
時

　
　
　
　
　
　

土
曜
10
時
〜
17
時

※
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
み

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
３
５
２－

３
６
１
３

引
っ
越
し

引
っ
越
し
た
ら
住
民
票
を

移
し
ま
し
ょ
う

　

進
学
や
就
職
な
ど
で
引
っ
越
し
を
さ

れ
た
方
は
、
原
則
、
現
在
住
ん
で
い
る

寮
・
ア
パ
ー
ト
等
が
住
所
地
に
な
り
ま

す
。
住
民
票
は
選
挙
人
名
簿
な
ど
の
各

種
登
録
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る

大
切
な
情
報
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
移

し
ま
し
ょ
う
。

①
転
出
届《
引
っ
越
し
前
の
市
区
町
村
》

　

転
出
前
に
転
出
届
け
を
提
出
し
、
転

出
証
明
書
を
受
取
る

②
転
入
届《
引
っ
越
し
後
の
市
区
町
村
》

　

転
入
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
転
出

証
明
書
を
添
え
て
転
入
届
け
を
提
出

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知

カ
ー
ド
を
お
持
ち
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
戸
籍
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

下
水
道

下
水
道
使
用
料
算
定
人
員

　

一
般
家
庭
の
下
水
道
使
用
料
は
、
毎

月
１
日
住
民
基
本
台
帳
の
世
帯
人
員
に

よ
っ
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
票
を
嘉
島
町
に
置
い
た
ま
ま
町

外
で
生
活
し
て
い
る
方
（
長
期
入
院
・

単
身
赴
任
・
自
宅
以
外
か
ら
通
学
す
る

学
生
等
）
に
つ
い
て
は
使
用
料
の
減
免

措
置
が
あ
り
ま
す
が
、
所
定
の
様
式
に

よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。

　

減
免
希
望
の
方
は
、
役
場
建
設
課
下

水
道
係
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
下
水
道
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７
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最
近
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
高
齢
者

の
認
知
機
能
の
低
下
に
よ
る
危
険
運

転
な
ど
が
た
び
た
び
報
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、「
運
転
免
許
の
自

主
返
納
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。

１
、
医
師
の
診
断
の
義
務
付
け

　

本
年
３
月
に
施
行
さ
れ
る
改
正
道

路
交
通
法
は
、
75
歳
以
上
の
運
転
免

許
更
新
時
に
認
知
症
の
疑
い
が
あ
る

と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
医
師
の
診
断

を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

２
、「
運
転
経
歴
証
明
書
」
と
は

　

警
察
は
運
転
免
許
証
の
返
納
に
対

応
し
て
、
運
転
経
歴
証
明
書
制
度
の

充
実
、
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

運
転
経
歴
証
明
書
は
、
金
融
機
関

等
で
の
本
人
確
認
書
類
と
し
て
有
効

と
さ
れ
る
な
ど
身
分
証
明
書
の
機
能

を
も
ち
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
か

ら
交
付
さ
れ
ま
す
。
手
続
き
は
警
察

署
や
運
転
免
許
試
験
場
な
ど
で
申
請

で
き
ま
す
。

３
、
運
賃
割
引
制
度

　

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
、「
運

転
経
歴
証
明
書
」
ま
た
は
、「
申
請
に

よ
る
運
転
免
許
の
取
り
消
し
通
知
書
」

見
守
り
新
鮮

情
報
2
月
号

《
運
転
免
許
の
自
主
返
納
》

の
交
付
を
受
け
た
65
歳
以
上
の
方
は
、

「
免
許
返
納
者
割
引
乗
車
証
」
の
発
行

を
受
け
れ
ば
、
熊
本
県
内
の
一
般
路

線
バ
ス
や
市
電
、
電
鉄
電
車
は
半
額

運
賃
で
利
用
で
き
ま
す
。
こ
の
割
引

乗
車
証
の
発
行
手
続
き
は
熊
本
バ
ス

や
産
交
バ
ス
な
ど
で
で
き
ま
す
。

４
、
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
面

　

新
車
登
録
か
ら
13
年
以
上
が
経
過

し
た
古
い
ガ
ソ
リ
ン
車
は
自
動
車
税

が
割
り
増
し
さ
れ
ま
す
。
車
の
維
持

費
、
燃
料
代
、
保
険
料
も
決
し
て
安

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
車
を
手
放
す
こ

と
で
、
こ
れ
ら
の
固
定
費
を
支
払
う

必
要
は
な
く
な
り
ま
す
。
道
路
渋
滞

の
緩
和
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

運
転
免
許
返
納
と
聞
く
と
、「
不

自
由
に
な
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が
、
家
計
面
で
の
プ
ラ
ス

の
部
分
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の

で
、
運
転
免
許
の
自
主
返
納
を
一
度

検
討
し
て
み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
上
益
城
広
域
連
携
消
費
生

活
相
談
室
（
19
ペ
ー
ジ
）
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ

交
流
大
会
参
加
者
募
集

　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
は
、
高
齢

者
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的

に
、
第
29
回
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
愛
好

家
の
方
、
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

○
競
技
種
目　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、

テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、

ゴ
ル
フ
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
弓
道
、
剣

道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
な
ぎ
な
た
、

太
極
拳
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ

ッ
カ
ー
、
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

○
競
技
会
場　

熊
本
県
民
総
合
運
動
公

園
ほ
か
４
会
場

○
日
程

　

４
月
14
日
（
金
）
〜
５
月
16
日
（
火
）

○
参
加
資
格　

県
内
在
住
者
で
、
平
成

30
年
４
月
１
日
時
点
で
60
歳
以
上
の
方

（
昭
和
33
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
）
※
健
康
マ
ラ
ソ
ン
女
子
は
50
歳

代
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

○
参
加
費　

個
人
競
技
は
１
人
千
円
。

団
体
競
技
は
種
目
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

○
募
集
期
間　

　

３
月
１
日
（
水
）
〜
31
日
（
金
）

○
申
込
方
法　

役
場
町
民
課
又
は
教
育

委
員
会
設
置
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　
　

生
き
が
い
推
進
課

☎
３
５
４－

３
０
８
３

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　

平
成
29
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の

加
入
受
付
が
３
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

万
一
の
ケ
ガ
や
賠
償
責
任
に
備
え
て
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域
活
動
を
行
う
４

人
以
上
の
団
体
で
加
入
で
き
、
加
入
団

体
で
の
活
動
中
や
団
体
活
動
へ
の
往
復

中
の
事
故
を
補
償
し
ま
す
。

　

傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
・
突
然

死
葬
祭
費
用
保
険
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

保
険
で
、
掛
金
は
中
学
生
以
下
の
子
ど

も
が
年
額
８
０
０
円
〜
。
高
校
生
以
上

の
大
人
に
つ
い
て
は
活
動
内
容
に
よ
っ

て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部

☎
２
１
３－

９
０
１
５
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☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

 

昨
年
は
、
町
内
に
お
い
て
交
通
死
亡

事
故
が
２
件
発
生
し
、
２
名
の
方
が

亡
く
な
り
ま
し
た
（
２
年
連
続
）。
ま

た
、
御
船
署
管
内
の
昨
年
の
交
通
事

故
死
者
数
は
６
人
で
前
年
と
比
べ
て

２
名
増
加
し
て
お
り
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
歩
行
時
の
反
射
材
等
の
活

用
や
前
照
灯
の
早
め
点
灯
、
上
向
き

点
灯
の
徹
底
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）平成 28 年 12 月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H28.12 10 67 0 0 1 0 0 1

H28 累計 83 720 4 1 30 8 0 10

前年比 +2 -2 +1 ± 0 -17 -1 -9 -4

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H28.12 22 234 1 0 3 1 0 3

H28 累計 229 2503 18 7 42 24 2 23

前年比 -16 +336 +8 +5 -18 -3 -19 -7

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎２８２－１１１０　内線 261 ～ 264）

～みんなでつくろう
　　安全・安心の街～

３ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }   ⑩ 期介護保険料
保育所利用料……………３月分
下水道使用料……………２月分
納期限日（口座振替日）平成29年３月31日（金）

毎月第２・第４水曜日

午後６時～午後８時

 町税務課員が対応します。

※確定申告期間中はお休みさせていただきます。
（平成29年２月16日～３月15日）

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”

ちょっとした油断がまねく置引き被害。
大切な荷物や個人情報が盗まれてしまい、取り返しがつかなくなることもあります。
常日頃から被害に遭わないために、意識して金品を守るように心がけましょう。
飲食店、ショッピングセンター等で荷物を置いたままその場を離れないことが鉄則で
す！

　「たかが万引き」と軽く考えている人が少なくありませんが万引きは犯罪（窃盗罪：
「10年以下の懲役または50万円以下の罰金」）です。ばれたら代金を支払ったり、品
物を返せばいいと軽く考えている人もいますが、万引きをしてしまった後では、代金
を支払っても品物を返しても罪は消えません。
　「万引きをした物をもらう（買う）行為」、「万引きをさせる行為」も犯罪です。
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日本酒
（15％）

ウィスキー
（40％）

ビール
（5％）

缶チューハイ
（7％）

焼酎・泡盛
（25％）

ワイン
（12％）

１合 ダブル１杯 中ビン1本
（500㎖）

1缶
（350㎖） １合 グラス１杯

２ドリンク ２ドリンク ２ドリンク ２ドリンク 3.5ドリンク １ドリンク

　飲酒量を表す単位を「ドリンク」といい、純アルコール換算で 10ｇが 1ドリンクになります。
節度ある適度な飲酒の目安は、以下のとおりです。

　生活習慣病のリスクを高める飲酒量は、男性で 4ドリンク /日以上、女性で 2ドリンク /日以上
です。すでに病気がある人は改善しないどころか悪化させてしまう量で、せっかく薬を飲んでも効
きません。6 ドリンク /日以上飲酒する人は多量飲酒であり、数年で肝硬変やアルコール依存症に
かかる可能性が高くなります。下記のドリンク換算表を見てください。

　例えば、ビール 500㎖と日本酒２合を飲むと何ドリンクになるでしょうか。答えは、６ドリンク
（ビール+日本酒＝２ドリンク+４ドリンク）となります。多量飲酒とされる量です。

　習慣的な飲酒は、アルコールに対する耐性をもたらします。飲酒を始めた頃は少量のお酒で気分
よく酔えていたのが、徐々に酒量が増え酔った感じがしなくなってきます。さらに、家庭や社会生
活に影響があっても気にすることなく、飲酒量がいつも以上に増え、飲む時間や場所を気にしなく
なります。この状態で更に飲酒を続けるとアルコール依存症になってしまいます。アルコール依存
症は、自らが治療を求めない典型的な病気です。そうなる前に、適切な節度ある飲酒をしましょう。

・酒の強い健康な男性：2ドリンク /日以下
・お酒に弱い人、女性、65歳以上、病気のある人：1ドリンク /日
・週に 2日は休肝日が必要

換算表にないアルコール飲料のドリンク数は、次の式で求められます。
ドリンク数＝アルコール濃度×量（㎖）× 0.8 × 0.1
【例】缶ビール 500㎖ /日：0.05 × 500㎖× 0.8 × 0.1 ＝ 2ドリンク

あなたの飲酒量「ドリンク」を確かめましょう！

飲酒を続けると耐性ができて酔いにくくなり、酒量が増えます！
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「くまもと食で育む命・絆・夢プラン」に沿って
食育推進シリーズ

白菜とひき肉のうま味重ね蒸し

しょうがごはん

〈材料〉　　　　 （２人分）
豚ひき肉　　　　80g
白菜　　　　　　1/16 個
しいたけ　　　　2枚
小ねぎ　　　　　適量
しょうが　　　　適量
片栗粉　　　　　大さじ 1
めんつゆ　　　　大さじ 1
水　　　　　　　100㎖

〈材料〉　　　　 （２人分）
米　　　　　　　200cc
水　　　　　　　220cc
しょうが　　　　20g
サラダ油　　　　大さじ 3/4
しょうゆ　　　　大さじ 3/4
砂糖　　　　　　小さじ 1
水　　　　　　　大さじ 1/2

〈作り方〉
① 　白菜は 1枚ずつはがし、手でちぎる。
② 　しいたけは石づきをとって、スライスをする。
③ 　小ねぎは小口切りにし、しょうがはみじん切りにする。
④ 　ボールにひき肉をいれ、みじん切りにしたしょうが、
片栗粉を加えてよくこねる。
⑤ 　フライパンに白菜の 1/3 量を広げ、④を半分のせて
平らにのばす。その上に同量の白菜→④の残り半分→
白菜の順に重ね、最後にしいたけをちらす。
⑥ 　⑤に水とめんつゆを入れて、10分ほど蒸し焼きに
する。
⑦ 　最後に小ねぎをちりばめる。
　（エネルギー 125kcal、食塩相当量 0.6g）

〈作り方〉
① 　米は洗って 1割り増しの水加減で炊く。
② 　しょうがは皮をむき細い千切りにする。
③ 　千切りしたしょうがを油でいため、しんなりしたら
分量の調味料で煮汁がなくなるまで煮詰める。
④ 　炊き上がったごはんにしょうがを混ぜる。
　（エネルギー 373kcal、食塩相当量 1.0g）

嘉島町食生活改善推進員協議会

生姜は、血行を良くし身体を温めてくれる効果があり
ます。
保存方法は千切り、スライス、すりおろし（皮付き丸
のままも可で凍ったまますりおろす）など様々で、用
途に合わせて密封して冷凍し、必要な分だけ取り出し
解凍せずに使うといいですよ♪

今夜のおかずにもう一品♪☝

広報かしま 2017.2

23



人
権
問
題
の

　
　
　

正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その297〕

なぜ差別が残されたのですか？
同和問題「差別の現実」

○
当
時
者
の
立
場
に
立
っ
た
支
援
が
大

切
で
す

　

誰
も
が
事
件
や
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
、

被
害
者
や
そ
の
家
族
の
立
場
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す

か
？

　

被
害
者
や
そ
の
家
族
は
、
直
接
的
な

被
害
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
な
被
害
や

治
療
費
の
支
出
な
ど
の
経
済
的
な
被
害

を
受
け
る
ほ
か
、
近
隣
住
民
等
周
囲
の

人
々
の
言
動
や
報
道
機
関
に
よ
る
取
材

及
び
報
道
に
よ
り
、
二
次
的
被
害
を
受

け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
被
害
者
の
現
状
を
理

解
し
、
被
害
者
の
心
に
寄
り
添
い
、
被

害
者
の
視
点
で
支
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

○
ど
ん
な
課
題
が
あ
り
ま
す
か
？

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
は
、
あ
る

日
突
然
不
法
な
行
為
に
よ
り
生
命
、
身

体
、
財
産
に
危
害
を
受
け
る
だ
け
で
な

く
、
誤
っ
た
情
報
や
偏
見
に
よ
っ
て
精

神
的
に
苦
し
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

直
接
的
被
害

・
精
神
的
被
害
：
恐
怖
心
、
絶
望
感
な
ど

・
身
体
的
被
害
：
外
傷
、
後
遺
症
な
ど

・
経
済
的
被
害
：
金
品
、
財
産
の
損
失

な
ど

・
社
会
的
被
害
：
社
会
的
地
位
や
名
誉

の
損
失
な
ど

二
次
的
被
害

・
興
味
本
位
の
う
わ
さ
や
心
な
い
中
傷

・
行
き
過
ぎ
た
取
材
や
事
実
と
異
な
る

報
道

・
捜
査
や
裁
判
の
過
程
で
の
精
神
的
・

金
銭
的
負
担

○
ど
ん
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
か
？ 

 

県
は
、
▼
本
県
犯
罪
被
害
者
等
支
援

に
関
す
る
取
組
指
針
を
策
定
▼
公
益
社

団
法
人
く
ま
も
と
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
、
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
あ
さ
い
ど
く
ま

も
と
）
を
設
置
し
、
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

（
熊
本
県
人
権
同
和
政
策
課
啓
発
資
料
よ
り
）

　歴史的な背景
①　明治４（1871）年の「解放令」により江戸時代
の身分制度は廃止されたものの、国による生活の保
障や差別をなくすための具体的施策がなかったこと。
②　明治５（1872）年、全国規模でつくられた戸籍
（壬申戸籍）に、特定の人々を新たな差別的呼称で
記載し、昭和43（1968）年に国が禁止するまで、
その戸籍を閲覧することができ、差別につながって
いたこと。
　社会的な背景
①　日本社会のひとつの特徴として、伝統的な「イエ」
意識や家柄、格式を重んじるなどの封建的な考え方
が残っていること。
②　人々の意識の中に「周りがそうするから」といっ
た世間体を気にしたり、六曜といった迷信などの非
合理的な偏見を無批判に受け入れてしまったりする
風潮が根強く残っていること。
③　自分には関係ない、あえて関わろうとしないなど
無関心の風潮があること。
　差別する人の存在
　いかなる歴史的・社会的な背景があるにせよ、差別
を容認することはできません。端的に言えば、差別を
する人の存在がいつまでも同和問題を残しているので
す。このことは、同和問題に限らず、すべての人権問
題に共通していることです。人権問題は「差別をされ

る側」の問題ではなく、「差別する側」の問題であり、
その中には、自分には関係ないといった無関心である
ことも含まれます。なぜなら、無関心は結果的に差別
の存在を許してしまうことになるからです。

●迷信・因習
　非科学的・非合理的なものであるにもかかわらず、
現代においても、ものごとを決めようとするとき不合
理と感じながらも根強く残されているものに、迷信、
因習といったものがあり、身近なものでは六曜、干支
などがあります。
●ステレオタイプのカテゴリー化（一般化）
　あるグループの人々に対して、別のグループの人々
が描く同じ型にはまったような、しかも多くの場合、
あまり好意的でないイメージのことを「ステレオタイ
プ」といいます。この言葉は、もともと印刷に使われ
る金属板のことを指し、私たちがある人々に対して描
くイメージを刻みつけるような固定的な態度を比喩的
に示したものです。
　社会心理学では、ごくわずかの限られた経験や情報
にもとづいて、ものごとを簡略化し、「だから、あの
人たちはみんな○○なんだ」と決めつけるような私た
ちの心のメカニズムを、ステレオタイプのカテゴリー
化（一般化）と言っています。

　　　　（熊本県人権啓発資料から）

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
⑩

「
犯
罪
被
害
者
等
の
人
権
」

　

こ
れ
以
上
、
苦
し
め
な
い
で
…

　

こ
れ
以
上
、
苦
し
め
な
い
で
…
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☆ Christmas Surprise ☆
　From December 23 to January 2nd, I had the opportunity 
to return to my family home in Toronto. Having been in 
Kashima since last August, I sometimes missed my family 
and foods I was familiar with, and decided to make use of 
the winter holiday to go back. I hadn't originally planned 
on going, so I decided to try surprising my family.
　Firstly, I needed to buy souvenirs. In Canada, Christmas 
is a bit of a stressful event where presents are not only 
given to children, but also colleagues and friends and family 
members of all ages. I bought Japanese souvenirs in 
large quantities, from Umakacchan（a famous brand of 
instant noodles in Kyushu）, Mentaiko - flavoured nori 
seaweed, adhesive pocket warmers and small decorative 

kagami-mochi. 
　Finally the day came for me to return, and after enduring a 
14 hour flight through Washington DC to Toronto, my friend 
came to welcome me at the airport. Then, I went to my mother's 
house and surprised her.
　After spending some time with my mother that evening, I 
decided to visit my grandmother. When I arrived, my 
grandmother stared at me and asked calmly“Did they let you 
go?”“No, Merry Christmas, Granny!” I said smiling, and I let 
myself into the house, took out some Japanese dried potatoes 
from my bag of souvenirs, went to the kitchen, fried them gently 
on the stove, and ate together with her in silence.
　Although after no time at all I was back in Kashima, I was 
able to celebrate Christmas there, eat turkey with family, brave 
the－20℃ cold, and, actually I am left feeling quite refreshed 
and happy. I hope that everyone will kindly look after me again, 
as I spend one more year here in Kashima. 

☆クリスマスサプライズ☆
　12 月 23 日から１月２日まで、トロントに一時
帰国しました。昨年８月に来日して、ずっと嘉
島町にいたので、少しだけ家族と会いたかった
り、母国の食べ物が食べたくなったりして、冬休
みを利用してクリスマスに帰ろうと決心しました。
元々クリスマスに帰る予定がなかったので、家族
に何も言わずに帰ってみんなを驚かせてみようと
思いつきました。
　まず、帰る前にお土産です。カナダのクリスマ
スは、子どもだけではなく、友達や同僚、そして
年齢に関わらず家族全員に必ずプレゼントをあげ
なければならない大変な行事です。“うまかっちゃ
ん”のインスタントラーメンや“明太海苔”、貼る
カイロやスーパーで売られていた小さな“鏡餅”
など、日本の小物を大量に買い始めました。
　いよいよ一時帰国の日を迎え、アメリカのワシ
ントン DC 経由で 14 時間のツライ飛行機の旅が終

わりトロントに到着！友達が空港に迎えに来てく
れました。そして、実家に行き、何も知らない母
をビックリさせました。
　その夜は少しの間、母と過ごし、祖母の家に行
きました。夜中に堂々と帰って来た私を見つめ、
祖母は「クビになったのかい？」と冷静に聞きま
した。「いや～、メリークリスマスよ！グラニー

（おばあちゃん）！」とニッコリと笑いながら私は
返事をし、日本で買ったお土産を出してキッチン
へ行き、弱火で干し芋を軽く炒めて祖母と一緒に
無言で食べました。
　あっという間の一時帰国でしたが、トロントで
クリスマスを迎え、家族と七面鳥を食べて－ 20℃
の寒さを我慢してきたからなのか、何となく爽快
な気持ちがします。
　嘉島町のみなさん！本年も どうぞよろしくお願
いします。　　　　　（平成 29 年１月 16 日作成）

McDermott Lily Cynthia
マクダーモット・リリー・シンシア

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
前
で
マ
マ
（
左
）
と
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草
と
ら
ず
花
も
せ
わ
せ
ず
作
り
出
す
私
一
人
の
ゆ
と
り
の
時
間 

大
塚
シ
ズ
子

背
伸
び
し
て
長
い
鋏
で
柚
子
を
取
る
「
さ
て
何
作
ろ
う
」
い
い
香
り
す
る 

川
原　

涼
子

家
解
か
れ
遮
る
も
の
は
何
も
な
く
肥
後
さ
ざ
ん
か
は
花
ざ
か
り
な
り 

北
澤
喜
美
子 

荒
れ
畑
に
来
て
草
々
を
抜
き
た
れ
ば
手
袋
ぬ
ら
す
阿
蘇
の
朝
露 

工
藤　

明
子

先
人
の
佳
什
は
な
べ
て
恋
を
詠
む
情
緒
豊
か
に
生
き
し
歌

う
た
び
と人 

栗
﨑　

房
子

夜
も
更
け
て
静
も
り
返
り
一
人
居
は
耳
鳴
り
だ
け
が
吾
を
支
配
す 

栗
﨑　

廉
子

春
菊
の
根
も
浮
く
ほ
ど
の
霜
柱
束
な
す
氷
の
維
が
光
り
つ
つ 

境　
　

益
代

雨
足
の
少
し
弱
ま
る
パ
チ
ン
コ
屋
の
ぼ
り
は
お
い
で
お
い
で
と
靡な

び

く 

榊
原
レ
イ
子

千
惠
蔵
主
演
の
忠
臣
蔵
の
な
つ
か
し
く
オ
ー
ル
キ
ャ
ス
ト
の
テ
レ
ビ
見
て
を
り 

津
出
ト
ヨ
子

白
線
の
カ
ー
ブ
ギ
リ
ギ
リ
走
る
リ
レ
ー
小
６
男
児
は
跳は

ね

る
カ
モ
シ
カ 

橋
本
ユ
キ
子

葉
牡
丹
に
シ
ク
ラ
メ
ン
と
パ
ン
ジ
ー
と
ビ
オ
ラ
を
寄
せ
て
来
る
年
を
待
つ 

本
住　

晴
美

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

鍬取　春花 さん
（嘉島東小学校４年）

冨
永　

博
子 

さ
ん
（
北
甘
木
）

藤
瀨　

月ら
い
と 

く
ん
（
嘉
島
西
小
学
校
２
年
）

サ
ボ
テ
ン
大
王
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新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。
今
年
も
寒
い
日

が
続
い
て
、
仮
設
住
宅
な
ど
で
暮
ら
し
て
お
ら

れ
る
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
苦
労
を
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
復
興
か
ら
更
な
る
発
展
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
ず
大
事
な
の
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
日
常
を
取
り
戻
す
こ

と
。
自
主
再
建
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
再
建

が
困
難
な
皆
さ
ん
の
た

め
に
災
害
公
営
住
宅
の

用
地
選
定
作
業
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

税
の
申
告
時
期
で
す

が
、
被
災
し
た
皆
さ
ん

に
は
減
免
措
置
も
あ
り

ま
す
。
役
場
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
企
業
誘
致
と
定
住
促
進
。
今
年
は
進

出
企
業
の
工
場
建
設
が
始
ま
り
、
目
に
見
え
る

形
で
具
体
化
し
て
き
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
に
進
む

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
今
年
も
が
ん

ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。　

　
　
　
（
１
月
24
日
）

意

輪

大
倉　

清
司　

様
（
上
島
）

　
　

平
成
29
年
２
月
20
日
現
在

一　

般　

寄　

付

１月の
　　  町長の動き

荒木町長談

４日 ・課長会議 ・仕事始めの式
 ・上益城広域連合仕事始めの式
 ・熊本県町村会仕事始めの式
 ・熊本県土地改良事業団体連合会仕事始めの式
 ・上益城地域振興局訪問　・上益城郡町村会訪問
５日 ・糸田堰掛土地改良区来庁応対
 ・熊本県庁、熊本県共同募金会訪問
６日 ・御船地区衛生施設組合仕事始めの式
 ・九電工より来庁応対　
 ・熊本連携中枢都市圏連絡会議
７日 ・熊日、RKK新春交礼会
８日 ・嘉島町成人式
10日 ・課長会議 ・日新交通社長来庁応対
 ・公明党熊本県本部平成29年賀詞交歓会 
 ・宮崎県土地改良団体連合会来庁応対
11日 ・長崎県波佐見町訪問
 ・熊本県建設産業団体連合会新年名刺交換会
12日 ・嘉島町復興計画推進会議
 ・自由民主党「新春の集い」　
 ・公立学校期成会来庁応対
 ・区長会長・副会長来庁応対
13日 ・上六嘉老人会新年会
 ・嘉島町地域総合型スポーツクラブ会長来庁応対
 ・熊日人事部長来庁応対
 ・熊本県町村会トップセミナー
 ・国会議員との意見交換会
14日 ・木原みのる後援会「新春の集い」　
 ・熊本県体育協会加盟団体長理事長会、国際全国

スポーツ大会優勝祝賀会
16日 ・課長会議
17日 ・熊本県都市計画課来庁応対
 ・西邦電気工事㈱寄贈目録贈呈応対
 ・熊本県中小企業団体中央会新春講演会、新春賀

詞交歓会
18日 ・水防災意識社会再構築協議会来庁応対
 ・嘉島町復興計画策定委員会
 ・嘉島町都市計画審議会
 ・静岡県富士市議会視察応対
 ・自衛隊募集相談員委嘱状交付式
 ・上益城郡町長定例会
19日 ・福島県広報課来庁応対　・嘉島町議会臨時会
 ・氷室県議来庁応対
 ・熊本東税務署管内地区税務協議会総会及び懇親会
20日 ・熊本県保育研究大会　・幸野溝・百太郎溝水路

群「世界かんがい遺跡」登録祝賀会
 ・熊本県商工会新年祝賀会
21日 ・愛媛県愛南町社会福祉協議会応対
23日 ・課長会議　・京都府町村会長訪問
24日 ・熊本県市町村課、熊本県町村会より来庁応対
 ・サントリー垣見氏と意見交換会
25日 ・九州中央自動車道熊本・宮崎両県合同提言活動
 ・国会議員との意見交換会
 ・新潟県町村会長と意見交換会
26日 ・九州地区会長会　・全国町村会正副会長会
 ・一般財団法人全国自治協会理事会
 ・政務調査会行政委員会　
 ・全国町村会理事会、全国町村会正副会長交流
 　会、意見交換会
27日 ・嘉島町商工会新年会
30日 ・課長会議　・熊本県防犯協会連合会来庁応対
 ・熊本県市町村振興協会理事会
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
 ・熊本県農林水産部審議官来庁応対
31日 ・サントリー来庁応対　・長期派遣職員辞令交付
 ・熊本中央一般廃棄物処理施設町村長会議

震災の見舞いと学習で訪れた愛媛県・
御荘中学校の３年生清水幸之助君（左）
から、生徒全員で折った千羽鶴を贈ら
れる荒木町長

　

左
記
の
方
々
よ
り
嘉
島
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
「
地
域
福
祉
の
た

め
に
役
立
て
て
下
さ
い
」
と
香
典

返
し
に
代
え
て
多
額
の
ご
寄
付
を

頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

宮
田　

保　
　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡　

中
村　

惠
美
子　

様

　

中
川　

巧　
　

様
（
西
村
）

　
　
　

亡　

ミ
サ
エ　

様

　

中
瀨　

仁
志　

様
（
滝
河
原
）

　
　
　

亡　

道
子　

様

　

宮
本　

桃
枝　

様
（
鯰
）

　
　
　

亡　

正
智　

様
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嘉島町の人口動態
平成29年１月31日現在

（前月比）

人   口 9,138 人　

　男　　 4,413 人　

　女　　 4,725 人

世帯数　 3,379 世帯　（＋ 2）

― 28 ―

　

町
は
、
全
国
各
地
か
ら
派
遣
職
員

の
方
に
ご
協
力
を
頂
い
て
い
ま
す
。

現
在
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

天
草
市
、
北
九
州
市
、
伊
万
里
市
、

釧
路
市
か
ら
の
計
５
人
の
方
で
す
。

釧
路
市
の
方
に
と
っ
て
は
、
熊
本
は

さ
ぞ
暖
か
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、

寒
さ
対
策
の
違
い
で
し
ょ
う
か
、
意

外
に
も
熊
本
の
方
が
寒
く
感
じ
る
そ

う
で
す
。
全
国
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援

に
応
え
る
た
め
に
も
日
々
努
力
し
て

い
き
た
い
で
す
。　
　
　
　
　
（
係
）

　

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
１
月
９

日
、
劇
団
ぱ
れ
っ
と
の
人
形
劇
「
桃

太
郎
」
が
上
演
さ
れ
、
幼
児
や
小

学
生
、
家
族
な
ど
約
70
人
が
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

文
化
セ
ン
タ
ー
の
自
主
事
業
で
毎

年
開
催
。
人
形
劇
は
約
１
時
間
。

桃
太
郎
の
幼
な
じ
み
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
登
場
す
る
な
ど
劇
団
独
自
の

工
夫
も
あ
っ
て
、
子
ど
も
も
大
人
も

熱
心
に
観
賞
し
て
い
ま
し
た
。

人
形
劇
「
桃
太
郎
」

町
文
化
セ
ン
タ
ー

　（＋ 4）

　（＋10）

　（＋14）

2月11日（土・祝） 泰泉堂牟田医院（御船町）
  ☎２８２－０２１６

2月12日（日） 大串内科（嘉島町）
  ☎２３４－７８７３

2月19日（日） みふね眼科（御船町）
  ☎２８２－３７１１

2月26日（日） 山地外科胃腸科医院（嘉島町）
  ☎２３７－０００３

3月５日（日） たかぞえ内科・
　　　　　　循環器内科クリニック（御船町）
  ☎２８２－００７０

3月12日（日） のぐち皮ふ科（嘉島町）
  ☎２３７－４１１２

泰 臣

☎

嘉島町
荒 木 泰 臣
嘉島町島町町

 

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

じいちゃん、ばあちゃん大好き♡
ご両親：赤星　拓郎さん・眞邑さん（鯰）

赤
星
　
絢
凪
（
あ
や
な
）
ち
ゃ
ん

平
成
28
年
７
月
25
日
生

篤
岡
　
花
（
は
な
）
ち
ゃ
ん

平
成
27
年
４
月
22
日
生

イチゴとキウイが大好きです♪
ご両親：篤岡　潤一郎さん・啓子さん（上島）


